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五社遺跡ほか 自然科学分析報告

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じをゆ 1こ

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所により,能越自動車道建設に伴い五社遺跡,開

帯大滝遺跡,石名田木舟遺跡の発掘調査が行われてた。

これらの遺跡は,沖積層により構成される小矢部川低地内に位置し,小矢部川右岸に分布する自然

堤防の後背低地上に立地する (藤井,1988)。 西側には,宝達丘陵がある。小矢部川低地には,グライ

土壌や細粒グライ土壌に分類される土壌が分布する(経済企画庁総合開発局,1973)。 これらの上壌は,

自然肥沃度や養分の豊否は良い方であり,全般に水稲の反収が高い。

今回の自然科学分析では,各遺跡で検出された畠跡で栽培された植物に関する資料を得るために,

植物珪酸体分析を実施することにした。以下に,調査結果を報告する。

各遺跡で採取選択された試料を,表 1に まとめた。このうち,五社遺跡では,A区東壁で観察され

た基本層序と畠跡から採取されている(図 1)。 基本層序は,砂を主休とした堆積物で構成され, 5世

紀後半, 9世紀後半,■世紀の遺構面が認められる。基本層序からは,各層 1′点の割合で 8とくが採取

された。畠跡では, 9世紀後半と思われる畝を構成する砂質土壌と畝間を埋積する砂質土壌から試料

が採取された。

開帯大滝遺跡では,A地区の近世とされる畝間の覆上が採取された。覆土は,五社遺跡と同様に砂

質土壌で構成される。

石名田木舟遺跡では,C2地 区の 8世紀後半と思われる畝間の覆上が採取された。覆土は,外の 2

つの遺跡と同様に砂質を主体 とする堆積物で構成される。

以上のように,今回の調査対象の多くは畠跡であり,砂質土壌を主体とする堆積物で構成される。

そこで,畑作物 (特に,ム ギ類やキビ類の属するイネ科作物)の情報を得る上で有効な方法である植

物珪酸休分析を実施する。

2.分 析 方 法

試料中の植物珪酸体は,過酸化水素水 (H202)・ 塩酸 (HCl)処理,超音波処理 (70W,250KHz,

1分間),沈定法,重液分離法 (臭化亜鉛,比重2.3)の順に物理・化学処理を行って分離・濃集する。

これを検鏡し易い濃度に希釈し,カバーガラス上に滴下・乾燥する。乾燥後,プ リュウラックスで封

入しプレパラー トを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し,その間に出現するイネ科葉部 (葉

身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 (以下,短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に

由来した植物珪酸体 (以下,機動細胞珪酸体と呼ぶ)を近藤・佐瀬 (1986)の分類に基づいて同定 。

計数する。

料試
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結果は,検出された種類 とその個数の一覧表で示す。また,基本層序では検出された植物珪酸体の

出凱傾向から生育 していたイネ科植物について検討するために,植物珪酸作組成図を作成 した。 しか

し,畠跡試料では後述するように植物珪酸体の検出個数が少なく,組成が歪曲する恐れがあるため ,
植物珪酸体組成を求めずに結果表をとどめた。

なお,近藤・佐瀬 (1986)の 方法は,植物体に形成される植物珪酸休全てを同定の対象とし,種類
毎の出凱率から過去の植生や栽培植物の有無を推定するものである。特に栽培植物の有無について検

討する場合には,短細胞珪酸休および機動細胞珪酸体について注目する必要がある。これは,イ ネ科
植物の各種類における植物珪酸体の組成および生産量が異なる (近藤,1983)た めである。例えば,

イネ (イ ネ属)では短細胞珪酸外よりも機動細胞珪酸休の割合が高いが, コムギ (イ チゴツナギ亜科
オオムギ族)な どでは機動細胞珪酸体がほとんど形成されないことが知られている。

表 1 分析試料一覧

注 :送付資料 (分析試料一覧)を もとに作成。試料は送付試料の「通し番号」,遺跡名は「遺跡内番号」を示す。
・土色は,マ ンセル表色系に準じた新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議監修,1967)に よる。

試料 遺跡内番号 遺 構 番 号 遺構の性格 年  代 質土

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

・３

・４

・５

・６

‐７

‐８

五

社

A地区
A地区
A地区
A地区
A地区
A地区
A地区
A地区
A地区A
A地区B
A地区D
A地区E
A地区G
A地区 I
A地区 J
A地区M
A地区R
A地区 S

基

本

層

序

1層

2層
4層
5a層
5b層
6a層
7a層
7b層

SD513
SD521
SD512
SF523
SD515
SD520(7層 )

畠 (畝の上 )

畠 (畝の上 )

畠 (畝の上 )

畠 (畝の土 )

畝間覆土

畝間覆土

畝間覆土

道路状遺構

畝間覆土

溝

11刊ヒ糸己

9世紀後半
5世紀後半

9世紀後半
9世紀後半
9世紀後半
9世紀後半
9世紀後半
9世紀後半
9世紀後半
9世紀後半
9世紀後半
9世紀後半

つ

灰 色
灰 色
灰白色

灰白色

灰白色

灰白色

浅黄色

浅責色

浅黄色

灰 色

灰白色

灰白色

灰 色
灰白色

灰オリーブ色

灰白色

灰 色

灰白色

シル ト混じり砂
シル ト混じり砂

砂

砂

シル ト混じり砂
シル ト混じり砂
シル ト混じり砂
シル ト混じり砂
シル トイ昆じり砂
シル ト混じり砂
シルト混じり砂
シル ト混じり砂

粘土混じり砂

粘土混じり砂

粘土混じり砂

粘土混じり砂

粘土混じり砂
シル ト混じり砂

〔
υ
　
ｎ
υ
　
ｌ
■
　
つ
々
　
つ
υ
　
刀
生

１

　

９

留　

９

留　

９

留　

９

， 　

９

守

開
帯
大
滝

A地区 1
A地区 2
A地区 3
A地区 4
A地区 5
A地区 6

Q‐2

Q-2

畝間覆土

畝間覆土

畝の上

畝の上

畝間覆土

畝間覆土

近世 ?

近世 P

近世 ?

近世 ?

近世 P

近世 P

浅黄色   砂
浅黄色   砂
灰黄色   シル ト混じり砂
灰責色   シルト混じり砂
浅黄色   砂
灰黄色   シル ト混じり砂

５

　
６

　

７

　
８

　
９

　

０

９

ｖ　

９

， 　

９

守　

９

〕

９

一　

つ
０

石
名
田
木
舟

C2地区 1
C2地区 2
C2地区 3
C2地区 4
C2地区 5
C2地区 6

SD573
SD564
SD570
SD566
SD266
SD271

畝間覆土

畝間覆土

畝間覆土

畝間覆土

畝間覆土

畝間覆土

8世紀後半
8世紀後半
8世紀後半
8世紀後半
8世紀後半
8世紀後半

灰責色   砂
灰 色   シル ト質砂
灰 色   砂質シル ト
灰 色   シル ト混じり砂
オリーブ色 砂
浅黄色   シル ト混じり砂
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層名

試
料
採
取
層
位

２

　

　

　

３

深度

0

(cm)

50

100

灰色シルト混じり細粒砂

灰色シル ト混じり細粒砂

灰自色申粒砂 (植物遺体混じる,洵汰が悪い )

灰自色中～粗粒砂 (淘汰が悪い)

疫目琶シチし1盪し

'経

細工期経移
灰オリープ色ンル ト混じり極細～細粒砂

浅黄色シル ト混じり細粒砂

浅黄色ンル ト混じり細粒砂

浅黄色淘汰不良砂礫

脚□
□
圏

シル ト

砂

砂礫

三社遺跡 A地区基本層序の模式柱状図と試料採取層位
(送付資料をもとに作成した)

5b

6a

7a

7b

図 1
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3.五 社遺跡 での調査結果

1)植物畦酸体の産状
結果を表 2,図 2に示す。イネ科起源の植物珪酸体は,基本層序の 1層 と2層 を除いて,あまり検

出されない。基本層序の 1層 と2層では,短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体が検出され,構成比はほぼ

同じである。

以下に,基本層序と畠跡の産状について述べる。

基 本 層 序

7b層 (試料番号 8)～ 4層 (試料番号 3)ま では,キ ビ族,タケ亜科などがわずかに検出される。

6a層 (9世紀後半), 4層, 3層 では,栽培植物のイネ族イネ属 (以下,イ ネ属とする)も 認められる。        4
2層 (試料番号 2)と 1層 (試料番号 1)ではイネ属が多産し,この中には細胞列などの組織片を形

成するものもある。また,稲粗に形成されるイネ属穎珪酸体も認められる。このほか,キ ビ族,タ ケ

亜科などが検出される。

畠  跡

畝間を構成する土壌 (試料番号A～ E)では,タケ亜科などがわずかに認められるにすぎないど一方,

畝間の覆土 (試料番号G～S)ではイネ属やタケ亜科などが検出される。

2)考    察

基本層序は,砂を主体とした堆積物で構成されており,西側に流れる小矢部川の氾濫の影響を受け

ていることが窺える。この〕くを考慮すれば,検出された植物珪酸休は本遺跡内に生育していたイネ科

植物だけでなく,小矢部川流域に生育していたイネ科植物も反映していると考えられる。これより,

少なくとも9世紀後半以降の稲作の存在が示唆される。また,こ の頃の周辺をとりまく植生について

は今回の調査結果からは検討が困難であるが,少なくともキビ族やタケ亜科などのイネ科植物は生育

していたと思われる。 2層および 1層でのイネ属の多産は, 1層が現代の耕作土であることから,稲

作あるいは畑での敷藁の影響を反映すると思われる。

一方, 9世紀後半と思われる畠の畝を結成する土壌からはイネ属などの栽培植物は認められなかっ

たが,畝間の覆土からはイネ属が検出された。現在の畑作に見られるように畝間を作 り替える際にそ

れ以前の畝を壊しているのであれば,こ の覆土も耕作土と考えられ,検出されたイネ属が畠でのイネ

栽培に由来した可能性も考えられる。

ただし,現在の畑でよく見られる,保湿や保温のために行う敷藁や稲藁堆肥による施肥などが行わ

れていれば,耕作土中にイネ属の植物珪酸体が残留する。そうであれば,本遺跡の畠跡ではイネ属な

どのイネ科畑作物だけでなく, ソバやマメ類,根菜類などの栽培も考慮する必要があろう。
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4.開 帯大滝遺跡 A地区での調査 結果

1)植物珪酸体の産状
結果を表 3に示す。各試料からは,イ ネ属やタケ亜科などが検出される。この中で,Q‐2の畝を構成

する土壌より採取された試料番号 3・ 4ではイネ属の検出個数が他の試料と比較して多い。また,イ

ネ属穎珪酸休も認められる。

2)考   察
近世と思われる畠の畝を構成する上壌と畝間を埋積する土壌からはイネ属が検出され,特に畝を構

成する土壊の検出個数が多かった。これより,検出されたイネ属が畠でのイネ栽培に由来する可能性

がある。また,五社遺跡で述べたように,畑作に伴う敷藁や施肥などがあれば,イ ネ栽培だけでなく,

その他の作物の栽培も考慮する必要があろう。

なお,タ ケ亜科などの植物珪酸体が検出されたことから,本遺跡の周辺にタケ亜科などのイネ不斗植

物が生育していた可能性が考えられる。

5。 石名 田木舟遺跡 での調査 結果

1)植物珪酸体の産状
結果を表4に示す。各試料からは,イ ネ属やタケ亜科などが検出される。この中で,SD570と SD566

の畝を構成する土壌より採取された試料番号 3・ 4ではイネ属の検出個数が他の試料と比較して多い。

また,短細胞珪酸体列や機動細胞列,イ ネ属穎珪酸体も認められる。

2)考   察
8世紀後半とされる畠の畝間を埋積する土壊からはイネ属が検出された。これより,検出されたイ

ネ属が畠でのイネ栽培に由来する可能性がある。また,五社遺跡や開帝大滝遺跡でも述べたように,

畑作に伴う敷藁や施肥などの農業技術がこの時期に存在していれば,イ ネ栽培だけでなく,その他の

作物の栽培も考慮する必要があろう。

なお,本遺跡でもタケ亜科などの植物珪酸体が検出されたことから, 8世紀後半の本遺跡周辺には

タケ亜科などのイネ科植物が生育していた可能性が考えられる。

6。 今後 の課題

今回の調査により, 8世紀後半, 9世紀後半,近世の畠におけるイネ栽培の可能性が示唆された。

ただし,耕作土に残留するイネ属の植物珪酸体が畑作に伴う敷藁や施肥などの影響を反映していれば,

その他の作物の存在も考慮する必要がある。

なお,本遺跡の上流部にあたる小矢部市北反畝遺跡での分析調査結果 (パ リノ・サーヴェイ株式会

社,未公表資料)か らは,少なくとも古墳時代に稲作が存在したことが示唆された。また,古墳時代

の頃に北反畝遺跡の後背山地に針葉樹のスギ属や広葉樹のブナ属・コナラ亜属からなる林分が存在し

たことが考えられる。

今回の調査では,資料が砂質で畠の土壌であり,過去の人々をとりまく水域環境や古植生を推定す

る上で有効な花粉化石や珪藻化石の保存が悪いことが予想され,こ れらの微化石を対象とした調査が
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困難であった。これらの微化石は,低地の有機物に富んだ堆積物 (例えば,泥炭や腐植質の堆積物)

や河道埋積物に保存されていることが多い。そこで今後,年代や時代を示唆する資料 (14c年代測定や

指標火山灰,遺物など)を獲得しつつ,植物遺体 (材・種子・葉など)や植物微化石 (花粉・植物珪

酸体・珪藻)同定を実施することが望まれる。また,炉などで当時の栽培植物の葉や茎が燃やされる

ことも予想されるため,炉跡などに残る灰や焼土を対象とした植物珪酸体分析も有効であろう。

引 用 文 献

近藤練三・佐瀬隆 (1986)植物珪酸体分析,その特性と応用。第四紀研究,25, p.31-64

藤井昭二 (1988)第 5章 第四紀5.2.北陸地域.日本の地質「中部地方Ⅱ」編集委員会編  「日本

の地質 5 中部地方 H」,310p.:p.144-149,

経済企画庁総合開発局 (1973)縮尺20万分の 1 土地分類図 (富山県)
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表 3 開辞大滝遺跡 A地区試料の植物珪酸体分析結果
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表 4 石名田木舟追跡C2地区試料の植物畦酸体分析結果
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図版 1 五社遺跡 植物珪酸体の顕微鏡写真

1 イネ属葉身機動細胞珪酸体 (A地区基本層序1層 ;1)

3 ヨシ属葉身機動細胞珪酸体 (A地区基本層序4層 i3)
5 エノコログサ属葉部短細胞珪酸体 (A地区基本層序6a層 ;6)
7 シバ属棄身機動細胞珪酸体 (A地区基本層序5a層 ;4)
9 ヨシ属葉部短細胞珪酸体 (A地区基本層序4層 ,3)
■ ススキ属葉部短細胞珪酸体 (A地区基本層序5a層 ;4)

13 イネ属穎珪酸体 仏地区基本層序2層 ;2)

2 イネ属葉身機動細胞珪酸体 (A地区基本層序6a層 ;6)
4 イネ属葉部短細胞珪酸体 (A地区ヽ D515;17)

6 ウシクサ族葉身機動細胞珪酸体 (A地区基本層序4層 ;3)

8 ネザサ節葉部短細胞珪酸体列 仏地区基本層序1層 ;1)

10 コブナグサ属葉部短細胞珪酸体 (A地区基本層序4層 ;3)

12イ ネ属葉部短細胞珪酸体 (A地区基本層序1層 ;1)
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図版 2 開群大滝遺跡 植物珪酸体の顕微鏡写真

心儀

1 イネ属葉身機動細胞珪酸体 仏地区3Q2,21)
3.チ ゴザサ属葉部短細胞珪酸体 徹地区5;23)

5,シバ属葉身機動細胞珪酸体 仏地区5,23)

7 状況写真 仏地区2;20)

9 状況写真 徹地区6;24)

2.イ ネ属棄部短細胞珪酸体列 (A地区3Q-2;21)

4 ウンクサ族葉身機動細胞珪酸体列 (A地区3Q2;21)
6 状況写真 仏地区1,19)

8 状況写真 徹地区5,23)
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図版 3 石名田木舟遺跡 植物珪酸体の顕微鏡写真
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1 イネ属棄身機動細胞珪酸体 偲地区l SD573;25)

3.イ ネ属葉部短細胞珪酸体列 欲地区3 SD570,27)

5.ヨ シ属葉部短細胞珪酸体 徹地区4 SD566;28)

7 ススキ属葉部短細胞珪酸体 徹地区3 SD570,27)
9,状況写真 仏地区6 SD271;30)
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2.イ ネ属棄部短細胞珪酸体 徹地区2 SD564,26)

4.キ ビ属葉都短細胞珪酸体 (A地区5 SD266;29)

6 コブナグサ属葉部短細胞珪酸体 徹地区5 SD266;29)

8 状況写真 仏地区5 SD266;29)
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Ⅱ 五社遺跡出土の動物遺体
パ リノ・サーヴェイ株式会社

は じ iめ に

五社遺跡はガヽ矢部川と庄川に挟まれた扇状地上に立地する古墳時代～中世を中心とする集落である。

今回の発掘調査では,中世の溝や自然流路 (谷)の覆土より動物遺体が出上している。これらの動物

遺体は,当時の集落で飼育されていた動物に由来する可能性がある。ここでは,当時の動物種に関す

る情報を得るために動物遺体の種類同定を行う。動物遺体の分類 。同定は早稲田大学考古学研究室金

子浩昌先生にお願いした。

試料は 3カ所の地点より採取された 6点である。各地点での試料の状態を以下に記載する。

(1)B3地 区 i SD4001

本溝は中世の建物の外側をめぐる溝で,覆土より中世の遺物が多量に出土している。また,覆土か

らは大型哺乳類の歯の破片が 2カ所で集中して出上している。試料は,各箇所より破片をまとめて採

取したものであり,試料番号 1・ 2と される。

(2)Dl地 区 ,自 然流路 A(合部 )

本谷は中世の集落の東側を南東から北西に流下しており,その覆土からは中世の遺物が出土してい

る。試料は,谷部覆土中部より出上した動物の骨・歯やその破片であり,大きさにより3つに分けて

採取された (試料番号 3・ 4・ 5)。

(3)D2地 区 ;SD8043

SD8043溝は,自然流路Aがある程度埋まった段階で構築された溝で,遺跡を取り囲む区画溝の可能

性がある。試料は,本溝覆土から出上した動物の歯の破片である (試料番号 6)。

2.結 果

各遺構から出土した動物遺体はウマとウシに同定された。同定された種類の分類を以下に示す。

また,同定結果の詳細を表 1に示す。

哺乎齢岡 Class Mammalia

奇蹄目 Order Perissodactyla

ウマ科  Family Equidae

ウマ attι斜
"ぅ
α〃銹

イ島lpl tt  Order Artiodactyla

ウシ不斗 Fanlily Bovidae

ウシ βοs ttπ %谷

料試

Zθ
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3.考  察

(1)B3地 区 ,SD4001

覆土から出上した破片は,ウマの左側上顎臼歯 (P4),左側下顎臼歯 (P3/P4),右側上顎臼歯 (P4),

右側上顎臼歯 (Ml)が破片となっていたものである。大きさからみて同一個体の歯であり,成獣で年

令を経た個体 と考えられる。

(2)Dl地 区 ;自 然流路 A(谷部 )
谷部堆積物から出上した骨の破片・歯には,ウ シの右側下顎骨片と右側下顎骨臼歯 (P4・ Ml・ M2・ M3)

が認められた。自歯は萌出直後と見られる。これら全て同一個休のものと考えられ,こ れら以外の細

片もウシに由来するものと考えられる。下顎骨および下顎臼歯の咬耗の状態から3～ 4オの若い成獣

と考えられる。

(3)D2地 区 ;SD8043

覆上中の破片は,左側上顎骨臼歯 (P2).右側下顎骨臼歯 (P3)であつた。これらは同一個体のもの

と考えられ,大きさから成獣と考えられる。

表 1 出土骨の種類

試料番号 地 区 出土地点 種類 部位 備考

l B3地区 SD400卜C⑭ ウマ 左側上顎臼歯P4
右側上顎臼歯P4

，

Ｐ B3地区 SD4001 C⑮ ウマ 左側下顎臼歯P3/P4
右側上顎臼歯Ml

Ｏ
υ Dl地区 X84Y51

谷部覆土
ウ シ 右側下顎骨片

4 Dl地区 X84Y51
谷部覆土

ウ シ 右側下顎臼歯
P4・ Ml・ M2・ M3

萌出直後
3～ 4歳の個体

5 Dl地区 X84Y51
谷部覆土

ウ シ 右側下顎骨片

6 D2地区 X69Y51
SD8043上～中

ウ マ 左側上顎臼歯P2

右側下顎臼歯P3

ヱ孝
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Ⅲ 富山県,五社遺跡におけるトイレ遺構検出分析
株式会社 古環境研究所

1. は じ を心 に

トイレ遺構等の糞便堆積物は,寄生虫卵の密度,花粉組成,種実組成に特異性が認められる。これ

らの分析を総合的に行うことによって,糞便の堆積物がわかり, トイレ遺構を示唆することが可能と

なる。また,寄生虫の特異な生活史や食用とされた花粉や種実によって,食物や食生活の検討を行う

ことが可能である。

2.試 料

試料は, B2E地区SK3013の 2層 (試料 1), C3地区SK7030の覆土上層 (試料 2)と 覆上下層 (試

料 3)の 3′点である。このうち,試料 3は寄生虫卵分析のみが対象であるが,分析過程において花粉

の観察も併せて行った。

3.寄生虫卵分析

(1)方   法

寄生虫卵の分離,抽出は金原 (1992,1994)を 踏襲し,試料に以下の処理を施して行った。

1)サ ンプルを採量する。

2)脱イオン水を加え攪拌する。

3)舗別により大きな砂粒や木片等を除去し,沈澱法を施す。

4)25%フ ッ化水素酸を加え30分静置。 (2・ 3度混和)

5)水洗後サンプルを2分する。

6)片方にアセトリシス処理を施す。

7)両方のサンプルを染色後グリセリンゼリーで封入しそれぞれ標本を作製する。

8)検鏡・計数を行う。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は,1500rpm,2分間の遠心分離を行った後,上澄みを捨てると

いう操作を3回線り返して行った。

(2)結   果
結果を表 1に示す。C3地区SK7030覆土上層 (試料 2)からは回虫卵が 1個検出された。B2E地区
SK3013の 2層 (試料 1)お よびC3地区SK7030覆土下層 (試料 3)か らは寄生虫卵は検出されなかった。

4.花 粉 分 析

(1)方    法

花粉粒の分離抽出は,基本的には中村 (1973)を参考にし,試料に以下の順で物理化学処理を施し
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て行 った。

1)5%水 酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。
2)水洗した後,0.5mmの 舗で礫などの大きな粒子を取り除き,沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。
3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4)水洗した後,氷酢酸によって脱水し,アセトリシス処理 (無水酢酸 9:1濃硫酸のエル ドマン氏
液を加え 1分間湯煎)を施す。

5)再び氷酢酸を加えた後,水洗を行う。

6)沈造に石炭酸フクシンを加えて染色を行い,グ リセリンゼリーで封入しプレパラー トを作製する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は,1500rpm, 2分間の遠心分離を行った後,上澄みを捨てると

いう操作を3回繰 り返して行った。

検鏡はプレパラー ト作製後直ちに,生物顕微鏡によって300～ 1000倍で行った。花粉の同定は,島倉

(1973)お よび中村 (1980)を アトラスとし,所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベル

によって,科,亜科,属,亜属,節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイ
フン(― )で結んで示した。なお,科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそ

れらを別の分類群とした。イネ属に関しては,中村 (1974,1977)を 参考にし,現生標本の表面模様・

大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して分類し,個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

(2)結   果

出現した分類群は,樹木花粉15,樹木花粉と草本花粉を含むもの 2,草本花粉15,シダ植物胞子 2

形態の計34である。これらの学名と和名および粒数を表 2に示し,花粉総数が200以上の試料について

花粉組成図を作成した (図 1)。 主要な分類群を写真に示す。以下に出現した分類群を示す。

〔樹木花粉〕

モミ属,ツガ属,マツ属複維管束亜属,ス ギ,イ チイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科,サワグルミ,ハ
ンノキ属,カバノキ属,ク マシデ属―アサグ,ク リーシイ属,ブナ属,コ ナラ属コナラ亜属,コ ナラ

属アカガシ亜属,ニ レ属―ケヤキ,エ ノキ属―ムクノキ

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科,マ メ科

〔草本花粉〕

ガマ属―ミクリ属, イネ科,イ ネ属型,カ ヤツリグサ科,ホ シクサ属, タデ属サナエタデ節, ソ
バ属,ア カザ科―ヒユ科,ナデシヨ科,アブラナ科,セ リ科,オオバコ属,タ ンポポ亜科,キ ク亜科 ,

ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子,二条溝胞子

1)B2E地 区SK3013の 2層 (試料 1)

検出された花粉の密度は比較的低い。樹木花粉より草本花粉が多い。草本花粉ではイネ科が多く,

ヨモギ属なども出現する。樹木花粉ではスギが最も多い。

2)C3地 区SK7030覆土上層 (試料 2)

樹木花粉より草本花粉がやや多い。草本花粉ではイネ科が多く, ヨモギ属,カ ヤツリグサ科,ア

カザ科―ヒユ科,ア ブラナ科などがそれに続 く。栽培植物ではイネ属型,ソバ属が出現している。

樹木花粉ではスギが優占するが,他は低率である。
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3)C3地 区SK7030覆上下層 (試料 3)

あまり花粉粒は検出されない。樹木ではスギ,ハ ンノキ属, クリーシイ属,ニ レ属―ケヤキ,草

本ではイネ科,カ ヤツリグサ科,キ ク亜科, ヨモギ属, シダ植物単条溝胞子が出現する。

5。 種 実 同 定

(1)方    法

試料 (堆積物)100ccを 0.25mmの舗で水洗選別を行い,残澄を双眼実体顕微鏡で観察した。必要に応

じて落射顕微鏡観察も行った。同定は形態的特徴および現生標本との対比で行い,同定レベルによっ

て科,属,種の階級で示した。

(2)結    果

同定された分類群は樹木 1,草本11の計12である。学名,和名,部位,粒数を表 3に示す。以下に

同定された分類群とその同定根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

a.ク ワ属 ″γ笏 種子 クワ科

茶褐色で広倒卵形を呈す。基部に突起がある。表面は粗い。長さ1.6～ 1.7mm,幅 1.2～ 1.5mm。

〔草本〕

b.イ ネ Ottzα Mttα L.穎 (炭化) イネ科

黒色で楕円形を呈す。表面には規則的な顆粒状の突起が分布する。長さ6.0～ 7.7mm,幅 3.0～ 4.1

C.イ ヌビエ属 鹿力肋θεんθ物 穎 (炭化) イネ科

黒色で楕円形を呈す。表面には微細な縦方向の模様がある。落射顕微鏡による観察では内穎の長

細胞の側壁が深 く切れ込み,側枝が長い。長さ5.4mm,幅 2.2mm。

d.ホ タルイ属 Sθゲゅ銹 果実 カヤツリグサ科

黒褐色で,やや光沢がある。広倒卵形を呈し,断面は両凸レンズ形である。表面には横方向の微

細な隆起がある。長さ1.9mm,幅 1.5mm。

e.カヤツリグサ属 のレ物s果実 カヤツリグサ科

黒褐色で狭倒卵形を呈す。表面はやや粗い。断面は三角形である。長さ1.5～ 1.6mm,幅 0.4～ 0.5

f.カ ヤツリグサ科 Cyperaseae 果実

責掲色で広倒卵形を呈す。断面は扁平である。長さ1.2mm,幅 0.8mm。

g.カ ナムグラ Я閉物紘ss翻%虎%s Merrill 呆実 クワ科

茶褐色で円形を呈し,一端に白色の心形のへそがある。断面は両凸レンズ形である。径3.9～ 4.0

h.タデ属 Pobgo%筋% 果実 タデ科

黒色で卵形を呈し,基部に突起を持つ。断面は両凸レンズ形である。長さ2.5～ 2.6mm,幅 1.8～ 1.9

i.ア カザ属 C力ι%ψ力物% 種子 アカザ科

黒色で,光沢がある。円形を呈し,片面の中央から周縁まで浅い溝がはしる。径1.Omm。
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j.ナデシヨ科 Caryophyllaceae 種子 ナデシヨ科
黒色で円形を呈し,側面にへそがある。表面全体に突起がある。径1.0～ 1.lmm。

k.カ タバ ミ属 伽 除 種子 カタバ ミ科
暗灰色で一端の尖る卵形を呈す。両面には横方向に 6～ 8条の隆起がある。長さ1.4～ 1.5mm,幅

1.0-1.lmm。

l.イ ヌヨウジュ属 νθs肋 果実 シソ科

茶褐色で球形を呈し,下端にヘソがある。表面には網目模様がある。径1.Omm。
m。 ナス属 Solanum 種子 ナス科

黄掲色で,表面には網目模様がある。欠損している。長さ1.1～ 1.2mm,幅 1.4～ 1.6mm。

1)B2E地 区SK3013(試料 1)

66個の種実が検出された。イネの穎 (炭化)がほとんどで,イ ヌビエ属やホタルイ属が出現する。
2)C3地 区SK7030(試料 2)

16個の種実が検出された。樹木ではクワ属,草本ではカヤツリグサ属,カ ヤツリグサ科,タ デ属 ,
アカザ属, イヌヨウジュ属,ナデシヨ科,カ タバ ミ属,イ ヌヨウジュ属,ナス属が出現する。アカ

ザ属がやや多い。

6.ト イレ遺構の可能性 と食生活

(1)B2E地区SK3013(試料 1)
本遺構の堆積物からは,寄生虫卵は検出されなかった。食用となる植物の花粉はイネ属型のみで,
他に食物と関連のある花粉は検出されていない。種実同定ではイネ穎 (炭化)が多いが,穎であるこ

とから直接的に食用となったとは考えられない。イネ穎は本遺構に投棄されるかして人為的にもたら

されたと考えられる。

以上の結果から,本遺構には糞便の堆積物が含まれていないと判断され, トイレ遺構である蓋然性
は極めて低いと考えられる。

(2)C3地 区SK7030覆土 (試料 1, 2)

上層 (試料 1)ん らヽ回虫卵 1個が検出された。食用となる植物の花粉ではイネ属型,ソバ属,アブ

ラナ科があるが, これらの占める割合は低い。種実遺体では樹木のクワ属が食べられるが,草本のカ

ヤツリグサ属,カ ヤツリグサ科, タデ属,ア カザ属,イ ヌコウジュ属,ナデシヨ科,カ タバ ミ属,イ
ヌコウジュ属,ナ ス属は食用とならない。

以上の結果から,本遺構は集落域の汚染範囲の寄生虫卵が検出されるものの,ご くわずかであるこ

とからトイレ遺構である可能性は極めて低い。なお,食生活を示唆する遺体としてはイネ属型, ソバ

属,アブラナ科の花粉がある。

7.周 囲の植 生 と農耕

B2E地区SK3013の 2層 (試料 1)お よびC3地区SK7030覆土 (試料 1, 2)か ら得られた花粉群
集は,密度の違いはあるものの,風媒花粉を主として周囲の植生を反映しており,ほぼ同様の花粉組

成を示す。樹木花粉ではスギの出凱率が高く,周辺地域にスギ林が分布していたことを示唆する。草
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本花粉ではイネ属型を含むイネ科を主にヨモギ属,ア カザ科―ヒユ科などが出現し,周囲に人里植物

の性格をもつ草本が繁茂し,遺跡は集落や水田や畑などの人里の環境であったことが示唆される。

B2E地 区SK3013(試料 1)の種実遺休はイネ穎が多く,人為的に投棄されるかしてもたらされた

とみなされる。イヌビエ属とホタルイ属は水田雑草であり,イ ネ穎に混ざってもたらされたと考えら

れる。C3地区SK7030覆土上層 (試料 2)の種実遺体ではアカザ属が多い。アカザ属はやや乾燥した畑

地や集落等の人里植物であり,タ デ属,カ ヤツリグサ属,カヤツリグサ科,タデ属,イ ヌコウジュ属 ,

ナデシヨ科,カ タバ ミ属,イ ヌコウジュ属,ナス属も人里植物の性格を持つ。SK7030の種実遺体は,

畑地や集落等のやや乾燥地を好む人里植物ばかりであり,周囲の植生を繁栄していると見なされる。

以上のことから,当時の遺跡周辺は,イ ネ科, ヨモギ属,ア カザ科―ヒユ科などの乾燥を好む人里

植物が繁茂し,集落や水田や畑などの人里の環境が広がっていたと推定される。また,イ ネ (イ ネ穎),

ソバ (ソバ属花粉),アブラナ科植物 (アブラナ科花粉)な どを栽培する農耕が周辺で営まれていたと

推定される。
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表 1 二社遺跡における寄生虫卵分析結果

分類群   (0.lcC中 ) B2E地区 C3地区 SK7030

学名 和名 SK3013 2層 上層 下層

Hchh」� eggs

A∽ 益

寄生虫卵

回虫

表 2 五社遺跡における花粉分析結果
分類群 (0.lcc中 ) B2E4区

SK3013 2層

C3地区sK7030
上層   下層学名 和名

Taxaceae‐ Cephalotaxaxeae‐ Cupressa∝ ae イチイ科‐イヌガヤ科‐ヒノキ科

Arboreal po■en

A所鉢

TsIIga

肋 vs subg9ra.D切 卿 on

qtttom"β  JttOmん a

助 Catta rhttia

Ah出
Detta

Capmコ s‐ OstryII浣りonとa

働 sttθa crena協 ‐Castan∽sls

乃 gvs

Ou釘郎 Subgen.Lcpli」 obaranus

OVOrCus subgen.OCrObaraコ 。psE

LTa出‐5kott stta協

G泣注Aphanaaとつaψera

樹木花粉

モミ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

スギ

サワグルミ

ハンノキ属

カバノキ属

タマシデ属‐アサダ

クリ‐シイ属

ブナ属

ヨナラ属ヨナラ亜届
ヨナラ属アカガシ亜属

ニレ属―ケヤキ

エノキ属‐ムクノキ

1

1

7

lC8         5

2

1

8         2

4

1

4           1

9

3

5

1           1

1

1

1

1

Arboreal・ NonarbOreal ponen

Moraceae―Urticaceae

Leg‖minosae               マメ科

樹木・草本花粉

クフ科‐イラクサ科 16

1

Nonarboreal ponen

Typrla_sparga■ vual

Crammeae
Ov2 4珀pe

帥 eraCeae

Dぢo∽urom

Porygonllal seci Pcぉ ん崩 2

FagopFung

Chenopodiaceae‐Anartthaceae

Caryophyua∝ ae

Cnュciferae

Uttbenferae

Prtttagο

Lacm∽ ideaO

Asteroldeae

Artenitta

革本花粉

ガマ属‐ミクリ属

イネ科

イネ属型

カヤンリグサ科

ホシタサ属

タデ属サナエタデ節

ソバ属

アカザ科‐ヒユ科

ナデシヨ科

アプラナ科
セリ科

オオバヨ属

タンポポ亜科

キク亜科

ヨモギ属

41

2

1

1

131

18

17

1

2

1

18

1

10

4

1

1

5

35

1

2

FoHl spOre

MoiЮlate螂りe Spore

シダ植物胞子

単条溝胞子

三条濤胞子Trlate ttpe spore

17

2

Arbored pdlen

Arboreal・ Nonarboreal poⅡ en

Nonarboreal po4en

TOtal pouen

Unknown po■en

FeHl spore

樹木花粉

樹木・草本花粉

草本花粉

花粉総数

未同定花粉

シダ植物胞子

15

0

52

67

0

0

151

17

246

414

1

19

9

0

10

19

1

4
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表 3 二社遺跡における種実同定結果

分類群 (100cc中 ) B2E地区  C3地区
学名 和名 部位 SK3013 2層 SK7030上層

arbor

Morus

樹木

クフ属 種子

herb

Ova MttИ 2 L.

E置山οchora

Sattpvs

働 erb

的 eraCeae

Porygonvm

ChemopοJれ坦盟

Caryophyllaceae

凱 工と

MOsra

SOr2,a24

草本

イネ

イヌビエ属

ホタルイ属

カヤツリグサ属

カヤツリグサ科

タデ属

アカザ属

ナデシヨ科

カタバミ属

イヌヨウジユ属

ナス属

穎(炭化)

穎(炭化)

果実

果実

果実

果実

種子

種子

種子

果実

種子

６２

３

１

Total 合計 66

1    
樹
を手
粉
    |

ヨ

モ

ギ

キ

ク

亜

タ

ン

ボ

ボ

亜

科

オ

オ

バ

コ
属

セ

リ

ア

プ

ラ

ナ

ナ

デ

シ

ヨ

ア

カ

ザ

科

―

ヒ

ュ
科

ツ

バ

属

タ

デ

属

サ

ナ

エ
タ

デ

節

ホ

シ

ク

サ

属

カ

ヤ

ツ

リ

グ

サ
マ

メ

ク

ワ

科

―

イ

ラ

ク

サ

エ

ノ

キ

届

―

ム

ク

ノ

キ

ニ

レ

属

―

タ

ヤ

キ

ガ

マ
属

―

ミ

ク

リ

属

ヨ

ナ

ラ

属

ア

カ

ガ

ン

重

ヨ
ナ

ラ
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皿 富山県,五社遺跡におけるトイレ遺構検出分析

五社遺跡の寄生虫卵分析
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Ⅲ 富山県,五社遺跡におけるトイレ遺構検出分析
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自然科学的分析

Ⅳ 五社遺跡出土須恵器の産地問題
奈良教育大学 三 辻 利 ―

(1)は じめ に

土器の胎土研究にはいくつかの方法があるが,対象とする土器の種類や研究の目的などによって,

使用する方法は異なる。須恵器は1000℃ を越える高温で焼成するので,素材粘土中の残澄鉱物の中に

は鉱物形が破壊されたり,場合によってはムライトやクリストバライトなどの高温型鉱物に変形され

ているものもある。したがって,顕微鏡観察による胎土研究は須恵器の場合は不向きである。元素分

析が胎土研究のもっとも有効な方法となる。

土器の胎土研究を産地問題に結び付けようとすると,多数の元素について大量の試料の分析が必要

になる。このコミで,い くつかの分析法の中で蛍光X線分析法が最も適している。蛍光X線分析法を使

えば,酸やアルカリに難溶の上器を化学的に非破壊で同時多元素分析することができる。ただし,蛍

光X線分析は相対分析であるため,物理的に粉砕 して,一定形状の試料を作成する必要があり,その

ため,試料小片を粉砕する。

分析された元素がすべて,産地推定に使用される訳でもない。産地問題の研究に入る前に前以て,

分析できる元素の中でどの元素が有効に地域差を示すのかについての研究を重ねておかなければなら

ない。この′点こそ,元素分析による土器の産地問題の研究の神髄をなす。

筆者は素材粘土からではなく,製品の土器から研究をスター トさせた。粘土は岩石が風化して生成

したものであることは誰もが知っているが, どのような過程を経て生成したものであるかについては

専門の研究者の間でも十分解明されていない。それでも粘土研究者は粘土を2大別している。一つは

岩石が左るその場所で風化し,生成した粘上で,こ れを残留粘土 (一次粘土)と 呼んでいる。もう一

つは生成した粘上が河川水で流され,遠 くで堆積する粘土で,こ れは漂積粘土 (二次粘土)と 呼ばれ

ている。粘土の中には母岩の残澄鉱物 (石英,長石類,雲母など)が微粒子となって含まれているが,

これらの鉱物に由来する元素が地域の特性を示す訳である。そうすると,一次粘土は元素からみて,

母岩の化学特性を残していることは予想できるが,二次粘土はあちこちの粘土が混合している可能性

があり,その化学特性を予想することも難しくなる。

しかも,一次粘土と二次粘上の区別は容易ではないので, 自然界におけるこれらの粘上の分布状況

はよくわからない。ここに,素材粘上を出発物質として古代土器の産地推定法を開発することの難し

さがある。

他方,須恵器の窯跡は全国各地で見つけられている。しかも,そ こからはこの研究の絶好の分析対

象となる大量の破片が出土しているのである。もし,これらの破片を大量に分析して,窯跡出上須恵

器の分析データがまとまり,窯跡として一定の化学特性をもつことが立証されれば,製品である土器

を分析して産地推定法を開発する方がはるかに容易である。ただし,こ のことを立証するには,全国

各地の窯跡出土須恵器片を大量に分析しなければならない。実に,10年を越える根気強い分析作業が

必要なのである。この作業に耐え得るのは,蛍光X線分析装置に自動試料交換機を連結させ, コンピ

ュータの制御によって蛍光X線強度の測定,データ打出し,試料交換の作業を自動化させた完全自動

式蛍光X線分析装置のみである。このことは意外に知られていない事実である。この型の蛍光X線分
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Ⅳ 五社遺跡出土須恵器の産地問題

析装置が市販されたのは1970年代であり,国立大学 1号機は奈良教育大学に設置された。筆者はこの

研究の最初 の18年間はエネルギー分散型完全 自動式分析装置を使用 し,平成 3年からは波長分散型完

全 自動式分析装置を使用 している。恐らく凱在でも,各地の大学の研究室には蛍光X線分析装置はあ

っても,完全 自動式蛍光 X線分析装置を設置している大学はほとんどないのではないだろうか。

10年以上の年月をかけて,全国各地の窯跡 (こ れが須恵器の産地となる)出土須恵器片を大量に分

析した結果,分析データが窯跡としてまとまり,かつ,地域差を示す元素があることが判った。それ

がK,Ca,Rb,Srの 4元素である。そして,分析データが窯跡としてまとまり,地域差があることを

一見して分かるように考実されたのがK― Ca分布図とRb― Sr分布図である。さらに,選び出された 2

つの窯 (ま たは,窯群)間の相互識別をより定量的に行うため, 2群間判別分析法が摘用されること

になり,その結果を一見して分かるようにするために, 2群間判別図も作成されることになった。

通常,データ解析に使用されるのはK,Ca,Rb,Srの 4因子であるが,他の測定された元素の中に

も,有効に地域差を示す元素が見つけられたら,その段階で活用している。微量元素の中に,特定地

域の窯跡出土須恵器の特徴を示す元素が時たま見つかる場合があるので,筆者は京大原子炉を使った

中性子放射化分析も長年行っている。

集積された窯跡出土須恵器の分析データを使って,消費地遺跡出土須恵器の産地推定が行われる訳

であるが,その基本原理は生産地である窯または窯群への対応である。その作業は一次的にはK― Ca,

Rb― Sr両分布図上で行われる。その際,Na,Fe因子なども補助的に使われる場合もある。その結果,

いくつかの産地候補地が絞られる。その次の段階で,産地候補地の中から任意に 2つを選び出し, 2

群間判別分析を適用する。産地候補地が 3ヶ所以上ある場合には,産地を入れ換えて, 2群間判別分

析の作業を繰 り返すことになる。判別分析の結果は再度,K― Ca分布図とRb― Sr分布図上で確認され

る。

元素分析により産地推定を行うためには,大量の窯跡出土須恵器の分析データが必要であるが,須

恵器の伝播・流通論を展開するためにも,大量の消費地遺跡出土須恵器の分析データも必要である。

消費地遺跡から出土した須恵器の 1点や 2′ミの産地が推定されたとしても,伝播・流通論にまでは発

展しないのである。大量の須恵器の供給の流れが見つけられてはじめて,須恵器を供給させるその背

景についての考察が始まるのである。この点も意外に知られていない事実である。産地推定すること

自体がそんなにたやすい作業ではないが,苦労して産地推定をして,それで事足れりとする訳にはい

かないのである。産地推定することの最終目的は土器の伝播・流通から歴史論を展開することにある。

そこまで見通した上での産地推定法の開発研究が必要なのである。

修)分 析 法

試料はすべて,表面を研磨して自然灰釉などの表面付着物を除去したのち,100メ ッシュ以下に粉砕

された。粉末試料は塩化ビニール製リングを枠にして高圧をかけて固め,一定の形状にしてから,試

料ホールダーに詰め込まれた。48個の試料ホールダーは 6行 8列の自動試料交換機のテーブルに並べ

られた。この中の 1個は必ず標準試料としての岩石標準試料 JG-1で ある。通常の蛍光X線分析で

は標準試料を介して,観狽1さ れた蛍光X線強度を%やppm濃度に変換するのであるが,筆者は大量の

試料を長い年月をかけて分析するときの便法として,い ちいち,%やppm濃度に変換しなくてもデー

タ解析ができる方法を考実した。それが JG-1に よる標準化法である。

26



自然科学的分析

筆者が使っている自動試料交換機では48試料が 1セ ットになって分析作業が行われる。その際, J

G-1は 毎日測定する訳であるから,標準試料としての役害1を もっているが,同時に,装置自身の安
定性をみるモニターとしての役割を併せ持つことに着目した。実際, JG-1の 各元素の蛍光X線強
度を測定し, 日々のデータを比較すると,装置の安定性を検査することができる。年間を通しての,

各元素の蛍光X線強度のばらつきは変動係数にして, 1～ 2%程度である。これに対して, 1基の窯

跡から出土する須恵器片を50～ 100′ミ程度分析すると,変動係数にして,10～ 20%程度はばらつく。し

たがって,本装置は全国各地の窯跡出土須恵器の化学特性を調査研究していく上に,十分威力がある

ことがわかるであろう。

しかし,如何に安定性が良好であろうとも,X線管球を取り換えると,蛍光X線強度は異なること
は当然のことである。まして,エネルギー分散型,波長分散型の機種が変わると,同 じ試料でも測定

される蛍光X線強度は異なる。この欠点を克服するためには普遍的蛍光X線強度に変換できればよい。

筆者が JG-1に よる標準化値法を考柔した最大の目的はこの′くにある。このことは既に,実験デー

タによっても証明されている。各地の窯跡出土須恵器の,K― Ca,Rb一 Sr両分布図上における分布領

域はエネルギー分散型で測定したときと,波長分散型で測定したときとで変動しない。当然,数年後

に同じ資料を測定しても,分布領域はほとんど変わらない。したがって,長期間にわたっての再現性

がきわめて良好なのである。

通常,筆者の装置で測定し,打ち出されてくる試料の蛍光X線強度は (キ ロカウント/秒)である。

そして, JG-1に よって標準化された値は元のない量であり,一種の普通化された蛍光X線強度と
なる。

日本地質調査所から配布された20種類近い岩石標準試料を測定し,各元素のJG-1に よる標準化
値と,報告されている%,ppm濃度の関係を調べたところ,須恵器に含まれる各元素の濃度範囲で十

分直線性があることが確かめられている。したがって,こ の直線 (検量線という)を使って, 」G―

1に よる標準化値から%やppm濃度に変換することは可能である。しかし,い ちいち,変換しなくて

も, JG-1に よる標準化値を使って十分データ解析はできるので,大量の試料を分析処理する場合
には,む しろ, JG-1に よる標準化値を使用する方が便利である。そのため,表 1, 2に示された

分析値はすべて, JG-1に よる標準化値で示されている。

(9分 析 結 果

表 1に は窯跡出土須恵器の分析データをまとめてある。各窯出土須恵器の化学特性を把握するため

には,K― Ca,Rb一 Sr両分布図を作成し,比較することが必要である。そこで,各窯ごとに両分布図

を作成することにした。図1～図9に は今回分析した窯跡出土須恵器の両分布図を示す。全体を比較

すると,Ca,Sr量が多いものと,少ないものの 2つのグループがあることがわかる。仮に,前者を I

群,後者をⅡ群とする。そして, I群領域とH群領域を設定した。この領域はとくに統計学的な意味

をもって描かれたものではなく, I群,Ⅱ群の窯跡出土須恵器の大部分を包含するようにして任意に

長方形を描いたにすぎない。それでも, I群領域とH群領域を描くことによって,窯跡出土須恵器の

化学特性を比較することがずっと容易になる。

ここで,窯ごとに両分布図を点検してみる。図 1を みると,末窯の須恵器胎土は I群型であること

がわかる。図 2の ぐみ谷奥窯の須恵器胎土もI群型であるが,図 1と 比較すると,末窯の須恵器の分

27
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布領域 とぴたりと重なる訳でもないことがわかる。つまり,K,Ca,Rb,Srの 4因子からみて,末窯

の須恵器胎土は若千, ぐみ谷奥窯の須恵器胎土 とは異なるのである。焼成温度によって胎上の化学特

性には変動がないことが確かめられているから, この違いは素材粘上の違いを考えるのが常識的であ

る。 したがって,末窯, ぐみ谷奥窯ではそれぞれ,窯周辺で別々に粘上を採集していたものと推察さ

れる①このようなことは全国各地でみられる通例であり,古代窯業では現代窯業にみられるように,

素材粘土を遠方から逗び込んでいないことの証拠となる。今回は窯周辺で粘土採掘抗は見つけられて

いないが,他の須恵器窯群では窯周辺の数キロメートル以内のところでしばしば粘土採掘抗が見つけ

られており,そ こから出土する粘上の化学特性は須恵器の化学特性と一致する場合が多い。つまり,

窯で生産された須恵器の素材粘土であった訳である。

図3に は百楽田窯の須恵器の両分布図を示す。ほとんどの試料は I群領域に分布しており, I群型

の胎土をもつことがわかる。図 1と 図3を比較すると,百楽田窯の須恵器の分布も末窯の須恵器の分

布と一致している訳でもないことがわかる。表 1をみると,百楽田窯の須恵器の中に,K,Ca,Sr,

Na量が他の試料に比べて多いものがある。Nα66,69,■ 1,114,■ 5な どである。最初は何らかの原因

による異常値かと思ったので,それぞれ,再度測定してみた。表 1には再度浪1定した分析値も示して

ある。再度測定した分析値ははじめの分析値ともよく一致しており,決して異常値ではなかったこと

がわかった。この他にも,Ca,Sr量が多い試料はNα 122,124が ある。これらの試料には何故,K,Ca,

Sr,Na量が多いのかは不明である。これらはいずれも, I群領域を大きくずれるので,図 3に は省い

てある。

図4に は大藪窯の須恵器の両分布図を示す。 I群領域よりもさらに,Ca,Sr量が多い領域に分布し

ていることがわかる。 I群系統の胎土であるが, I群領域を少しずれており, I群胎土とは異なる点

が注目される。 I群の窯とは少し場所的にも離れているのだろうか。

図5に は増山笹山窯の須恵器の両分布図を示す。図1～ 4ま でとは違い,Ca,Sr量 の少ないH群領

域に分布することがわかる。

図6に は室住池 1号窯の須恵器の両分布図を示す。また,図 7に は室住池 3号窯の須恵器の両分布

図を示す。図 6と 図7を比較すると,H群領域内で両者はほとんど重複して分布していることがわか

る。つまり,同 じ粘上を須恵器素材として使用していたことを示す。これに対して,図 5の増山笹山

窯の須恵器は同じⅡ群領域に分布するものの,分布位置は少しずれていることは明白である。したが

って,増山笹山窯では室住池窯群とは別の場所で粘土を採集していたことがわかる。

図8に は草山窯,図 9に は山本窯の須恵器の両分布図を示す。Ⅱ群領域には分布するが,分布位置

はやはり,少 しずつずれていることがわかる。

こうして,今回分析した窯跡出土須恵器の胎土は各窯ごとにまとまって分布すること, しかもその

胎土はCa,Sr量の多い I群型と,逆に,Ca,Sr量がより少ないⅡ群型に分かれることがわかった。さ

らに重要な点は I群に属する窯はことごとく,富山県西部側に分布しており,逆に,H群に属する窯

はすべて,富山県束部側に分布している窯である点である。つまり,富山県の西部と東部の窯で須恵

器胎土, したがって,素材粘上の化学特性が異なることが判明した。

そこで,富山西部群 (I群)と 富山東部群 (■群)の間の 2群間判別分析を試みた。図10に両者の

判別分析図を示す。この図において,D気 1),D2(2)は それぞれ, I群,■群の重心からのマハラノビス

の汎距離の二乗値を示す。この値の計算には,K,Ca,Rb,Srの 4因子を使用した。図10の中央には

傾線が引かれているが,こ れは I群とH群との理想境界線である。両母集団が統計学的にみて等価で
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あるときの両者の境界線を示す。図10では理想境界線を挟んで,両集団の大部分の試料は分かれて分

布してお り,両者の相互識別は十分可能であることを示 している。ただ,図 10を よくみると, I群の

2点の試料が理想境界線を踏み越えて■群領域側に入 り込んで分布 してお り, また,H群 の資料 も 1

点,理想境界線を越えて I群側に分布 していることがわかる。 したがって,両者の相互識別は完全で

はなく,ご くわずかであるが,互いに相手 と誤半J別 される確率 もあることがわかる。

次に,各母集団への帰属条件を引き出すために,5%の危険率をかけたホテリングのT2検定が適用

された。この結果,導き出された条件がD2(自群)≦ 10である。この条件にしたがって,図 10では

D気1)=10,D駅2)=10,の ところに領界線を引いてある。そうすると,I群の窯の須恵器はすべて,D2

(1)≦ 10の I群領域に分布しており,ま た,H群の窯の須恵器は 1′ミを除いて,D気 2)≦ 10の H群領域に

分布することがわかる。そして,前述したように,理想境界線を狭んで, I群のほとんどの試料は I

群領域に, また,H群の試料もほとんどが■群領域に分布することが証明された。この結果,この 2

群間判別図は遺跡出土須恵器の産地推定にも活用できることがわかる。すなわち,五社遺跡出土須恵

器の多くは富山県束部の窯群の製品であれば, この 2群間判別図でH群領域に分布するはずである。

このことについては後述する。

表 1を みると,大藪窯の須恵器にはFe量がやや多いことがわかる。しかし,Fe因子は一般に,窯間

の相互識別には役立っていないことがわかる。しかし,Na囚子は I群とH群で異なっているようであ

る。そこで,図 11に Naの囚子を比較してみた。I群の須恵器に比べて,H群の須恵器にはNa量が少な

い傾向があることは明白である。したがって,Na因子は I群,H群の相互識別に活用できる囚子であ

ることがわかる。

このように元素分析によって,富山県西部の窯跡群の製品と富山県東部の窯跡群の製品が相互識別

できることがわかったので,富山県の消費地遺跡から出土する須恵器がどちら側の生産地から供給さ

れたものかを解明できるはずである。

今回は五社遺跡から出土した須恵器の産地問題がとり上げられた。表2に は五社遺跡から出土した

須恵器の分析データをまとめてある。

はじめに,表 2に基づいて両分布図を作成することにした。図12に五社遺跡出土須恵器の両分布図

を示す。大部分の試料がH群領域に分布することがわかる。このことを確認するために,全試料につ

いて,K,Ca,Rb,Srの 4因子を使い,D気 1汚 D駅 2)を計算してみることにした。この結果も表2に

まとめられている。そして,D2≦ 10を満足する母集団を産地として推定した。■群産と推定されたの

上よNo 3,  4,  5,  7,  8,  9, 11, 12, 13, 14, 15, 18, 20, 21, 23, 24, 25, 26, 27, 28, 30,

34,37,39,43,44,46,47,48の計29点であるのに対し, I群産と推定されたのはNo 6,29,31,

32,42の わずか 4点である。そして,Nよ 1, 2,10,16,17,19,22,33,35,36,38,40,41,45

の14′点が産地不明となった。これらの試料の 2群間判別図は図13に示されている。図12で I群領域に

分布したかにみえた試料の多くは産地不明の製品であった訳である。これらはいずれもNa量が多く,

図11に示すように,Na因子ではII群には対応しない試料である。

以上の 2群判別分析の結果を再確認するため,図 14に はH群産と推定された試料の両分布図を示し

てある。H群領域によく対応していることがわかる。図15に は I群産と推定された試料の両分布図を

示す。Nα32の試料は両分布図の中央に分布しているが,他の試料は I群領域の周辺に分布しており,

I群ではない可能性もあることがわかる。図16に は産地不明となった試料の両分布図を示す。Rb― Sr

分布図では多くの試料が I群領域に分布するものの,K― Ca分布図では明らかに I群領域をずれる。
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しかも,K― Ca分布図では産地不明となった試料の大部分はよくまとまっており,同一産地の製品で

ある可能性が出てきた。そうすると,こ れらの須恵器の産地は県外に求めなければならなくなる。周

辺地域の窯群で,その製品がこの辺りに分布するのは能登半島の窯群が候補の一つとして上げられる。

小松市周辺の窯群や福井県武生市の越南窯跡群は産地候補からはずれてしまう。ここでは能登半島の

鳥屋窯群を産地候補の一つに上げておく。

以上の結果,結論としていえることは今回分析した五社遺跡の須恵器の過半数は富山県東部地区の

窯群の製品であり,西部地区の窯群の製品はほとんど検出されなかった。さらに,県外からの搬入品

である可能性をもつものもあることがわかった。その産地候補の一つに,能登半島の′鳥屋窯群が考え

られた。鳥屋窯群の製品の伝播については,今後さらに追求することが必要であり,こ こでは今後ヘ

の宿題とすることにとどめる。

今後,富山県内の多くの遺跡から出土する須恵器をここに述べたような方法で胎上分析をしていけ

ば,富山県内の須恵器の伝播・流通の様相が把握できるものと期待される。

θ0



自然科学的分析

表 1 窯跡出土須恵器の分析値
試 料 番 号 器 種 K Ca Rb Sr Na 捕 考

末 窒
＾
No 49 )_460 0_243 2.95 0_537 0.385 0.186

0 469 0 270 2.43 0_563 0_459 0 202
JTh 0_428 0 216 3_Oυ 0.458 0.316 0_136

空 0_514 0_198 2_46 0 641 0,407 0.223
J7h 0.342 0_164 3 53 0 438 )27/ 0_120
0_365 0_167 2_66 0 515 0 343 0_114

椀 0 390 0 188 1.88 0_572 0_361 0 148
0_472 0 251 2.25 0.589 0.401 0

0,437 0_224 2 60 0 569 0,408 0.188
0.438 0_323 1 85 0 569 0_486 0_200

栃 0_488 0_229 2_20 0.638 0.478 0_270
イ 0 428 0_259 1.64 0_597 0_460 0 200
0 485 0 271 2.55 0.570 0_423 0_192

界 0 426 0 228 3_04 0_btjb 0.350 0.139
ぐみ谷興 窯 (南 ) Nd 54 審 0.502 0_135 2 14 0 675 0 404 0_214

ネ  著 0_521 0_137 2 04 0.720 0.420 0 233
堕 0 542 0 181 1.60 0_712 0_477 0 273
窯  呼 0_686 1 25 1_66 0,725 1.19 0_319

甕 0_521 0 184 1_77 0 722 0 490 0_275
″    (ヨヒ, No 59 0_552 0_180 1 87 0 724 0.432 0_263

不  明 0_573 0,195 2 17 0_679 0.453 0_290
審 0 528 0.215 1.79 0_711 0_566 0 289
均く 0 520 0_213 1_81 0.676 0_553 0 296
0 540 0 164 1.76 0.712 )_4Ь 0 0_263
)_487 0_148 1.87 0 666 0 456 0.210

百 楽 田 窯 No 65 甕 0.361 0_169 2 16 0 489 0 404 0.128
0_678 0.349 2 36 0 603 1 06 0_442

(同一試料の 2回測定 )
0.701 0_358 2 36 0_586 1 09 0 465
0 473 0 218 1.66 0,730 0_501 0 142
0 443 )203 1_77 0 590 0.523 0.186
0.635 0.241 1.70 0_750 0 869 0.325

(同一試料 の 2回測定 )
0_670 0.246 1 68 0 724 0.902 0_387

甕 0_412 0.195 2 21 0_528 0.493 0.156
一節 0,747 0 363 1.94 0_71 0 428

(同一試料の 2回 測定 )
0 757 0_371 1_92 0.673 1.00 0 467

イ 0 491 0 226 1_99 0_604 0_570 0.176
113 0_520 0_229 1.82 0 633 0 615 0_210

17N 0.677 0.354 2 52 , b86 1 02 0_439
(同一試料の 2回測定 )

0_694 0.364 2 51 0 569 0_452

不 0 646 0_325 2 17 0.630 0_957 0 409
(同一試料の 2回測定 )

0 664 0 328 2_15 0_61 0_983 0 411
審 0 405 0 249 2.11 0_522 0 571 0.182
0.466 0_175 0_677 0 499 0.138
0 437 0 190 1.57 0_678 0_443 0_110
0_469 0_224 2_23 0 560 0 574 0.199
0.419 0_208 1,72 0 603 0^466 0_132
0_71 0_174 1 41 0.661 0.598 0 290

122 0.650 0.242 75 0^746 0_829 0 351
0_465 0 219 2_21 0.569 0.527 0 208

jTh 0 526 0 246 1_Ьυ 0_603 0.657 0 227
大 覆 窯 Nt1 70 0 505 0 367 3.05 0.454 0_765 0 315

奉 0 0_345 2.60 0 370 0 793 0.315

イ 0,497 0.330 3 66 0 437 0 524 0.206
0_455 0_291 3 57 0 442 0.569 0 180

0_566 0.300 2 96 0_408 0.592 0 230
窯  軽 0,702 0 272 2.85 0_595 0_545 0 329

増 山 笹 山 窯 No 76 JTh 0 401 0 088 1_70 0.511 0_329 0 089
積 瓶 0 414 0 089 1.57 0.51 0 386 0_078
奉 0 416 0 060 1_69 0 509 0 295 0,084

空 0 466 0.081 1 51 0 614 0 349 0.098
17N 0_430 0_057 2 25 0 588 0 27 0_053

至 住 池 1号 窯 No 81 甕 0_529 0.078 0 759 0.355 0 094
0.482 0.070 1 81 0_661 0_335 0 105

霊 0_566 0 2_13 0,730 0.366 0 108

イ 0 620 0 090 1_45 0_751 0_372 0 129
0 519 O U6b 2.24 0_693 0.277 0_069

l fN 0 558 0 084 2_17 0 788 0 375 0.146
琴 0 550 0.130 1_40 0 746 0 497 0_156

127 堕 0.565 0_102 1 55 0 803 0 393 0.094
不 0.479 0_096 2 34 0 640 0^305 0_102
0_474 ()υ U 2_40 0.611 0.302 0 087

JTh 蓋 0 480 0 122 2_01 0_603 0.423 0.141
室 件 油 3号 窯 0 505 0.086 2_37 0 634 0 326 0/υ

0.439 0_065 Z_bV 0 534 0 268 0.086
0.440 0_064 1 76 0 「D69 0^277 0_098
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Ⅳ 五社遺跡出土須恵器の産地問題

表 2 五社遺跡出土須恵器の分析データ

器 種 K Ca Rb もr lN a 備 考

甕 0 477 0.137 1_23 0_Ь b上 0_195
0 538 096 0.805 0 403 0.127
0 549 0.038 1 81 0_819 0 291 0_066
0 576 U_Oυ () 0.663 0 326 0

133 0 523 0 099 2.11 0.776 0 409 0,150
甕 0.495 0 082 2_15 0 642 0 297 0.095

135 0 646 1_34 0 612 0.880 0.405
草 山 窯 Nα  91 0 550 0 106 2.26 0 723 0_367 0 181

0.459 0 124 0 570 0.397 0 179
0.426 2 23 0 522 0_3bU 0 139

堕 0.398 0 072 2 26 0 517 0_248 0 086
0_451 0 120 1 93 0.565 0.393 0 152

136 〃 0_521 0 147 1 98 0_634 0 190
137 0ヽ 516 0.125 2 03 0.633 0.399 0 189
138 0 424 0.120 2 02 0_521 0 も94
139 0 464 0_137 2 12 0.587 0 398 0_170
140 0 492 0.151 1 98 0.614 0 453 0_216

山 本 窒
〔
Nc1 96 0 409 U_0心 (j 2_20 0_536 0 274 0.087

椀 0 515 2.45 0.611 0 353 0_171
0 552 0 156 2_30 0 604 375 0.197
0 399 0 075 2.12 0 548 0.247 0.082

100 甕 0.628 0 159 2.08 0 591 0_3/5 0_231
椀 0_548 U 143 2_16 0 652 0.405 0_240
邪 0.512 0.155 1_97 0 633 0_417 0 232
0.529 0.104 2 07 0_663 0.321 0 112

物 0_532 0.124 2 30 0_684 0.382 0 183
奉 0.515 0 16ユ 2 30 0_570 0_457 0310

試 料 番 号 器 種 年 代 K Ca Fe Rb Sr 凶 a υ
と
( DZ(2)

9C後 ～10C初 0 575 0 17乏 0_656 0 666 0_219 不 明

2 0 553 0 142 1 70 0_604 0_590 0 195
3 耳 0 583 0 052 2 20 0 732 0 294 0 078 I群

9C中 頃 0 508 0 096 0 630 0 406 0 56
5 警 0 543 0.139 1 58 0 679 407 0 202 63
6 0 「

j58 0_155 2 14 0 703 0 346 0 081 14
7 9C後 半 0 475 0 691 0 272 0 082
8 0 371 0 088 2_07 0 309 0 12「D
9 0 44R 0 097 1 35 0 612 0 379 0 117 8_8 2
0 瓶 0 605 0 220 0 727 0 764 0 356 不 明

審 0_448 0 103 0 557 0 400 0 124 51 II群
0_581 0 180 3 37 0_584 0 490 0_220
0 524 0 06R 0.698 0_315 0_089 22
0 512 0 077 0_609 0 0 27

5 0 522 0 106 2 62 0_666 0 364 0 95 0 21
6 0 587 0 124 0 684 0 503 0
7 0 554 0 110 0 596 0 501 0
8 瓶 0 480 0 099 1 20 0 622 0 396 0 17 29
9 0 618 0_lR9 2 24 0 604 0 450 0 284

9C前 半 0 441 0_088 0 572 0 365 0 II群
邪 A 9C後 半 0 508 0 124 1_34 0 671 0 405 0 188 0 76
甕 (共伴 物 )1l C 0 608 0 167 1 93 0 606 0 567 0 247 1

不 B 9C後 半 0 556 2 04 0 7R2 0.374 0 4_1 II群
審 0 540 0 129 1 45 0_669 0_173 2

邪 A 0_43R 0 139 1 43 0 573 0_387 0_145 43 39
不 B 9C後 半 0_509 0 102 0_661 0,354 0 0 10
双 耳 瓶 9C後 半～10C初 0 557 0 086 0_691 0 31 0 17 27
警 0 496 0 092 1 49 0_634 0_354 0_182 11 0 63

10 C l刀 0 487 0 2「DR 0_561 0_619 0 279 I群
0 559 0 090 0 797 0_404 0 II群
0 536 0 123 1 48 0 742 0 583 0 7 I月祥
0 452 0 192 1 89 0 563 0 429 0 239 10
0 575 0_094 0 711 0 477 0 168 15 不 明

0 535 0_094 1 34 0 693 0 370 0 143 II群
0 534 0_144 1.75 0 715 0 466 0 128 3_8

0 245 2.15 0 672 0 633 0 321
坪 10C後半～ 1l C 0.504 0 062 0613 0 272 0 II群

0.637 0 111 1 68 0 762 0 556
一堕 0_51 0 126 1 42 0_598 0_392 0 140 12 二君革

0_547 0 204 0 944 0 54R 0_303 不 明

0 630 0 129 231 0 615 0 414 0_270
0 542 0 236 0_744 0.548 0_347 群

3 琴 0 553 0 106 0_677 0.389 0 22 II群
0 552 0 095 0 686 0_371 0 1f11

0 527 0 167 0 530 0 627
0 0 101 0 689 0 392 0 186 13 I群

4 0 562 0 0 658 0 405 0
罫 0 4■タ 0 101 0 535 0 311 0 129
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図 1 末窯出土須恵器の両分布図
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図 2 ぐみ合奥窯出上須恵器の両分布図
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図 5
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増山笹山窯出土須恵器の両分布図 図 6 室住池 1号窯出土須恵器の両分布図
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図12 五社遺跡出土須恵器の両分布図
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図 9 山本窯の出土須恵器の両分布図
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図10 1群・ Ⅱ群の相互識別 (K・ Ca・ Rb・ Sr因子の使用 )
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図1l Na因子の比較
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図13 五社遺跡出土須恵器の産地推定 (K o Cao RbOSr因子の使用 )
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図15 1群の可能性をもつ須恵器の両分布図
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V 樹種鑑定報告書
側元興寺文化財研究所

1.樹 種鑑定の概要

樹種の分類は,花,果実,実など種ごとに分化の進んだ器官の形態に基づいている。遺物の樹種

鑑定は木材の組織の観察をすることにより行うが,木材組織は樹種ごとの分イヒが進んでいない。組

織上大きな特徴を有する樹種を除き,同定できない場合がある。樹種の同定が困難な場合は,科・

属・飾・類名で表した。

*科・属・節・類名は主に原色日本植物図鑑の分類による。

2.切 片 作 製

カミソリの刃で遺物をできるだけ傷つけないように注意しながら,イ 木材組織の観察に必要な木口

面 (横断面),柾目面 (放射断面),板目面 (接線断面)の 3方向の切片を正確に作製した。

*数力所の試料採取を行った遺物については別紙を参照してください。

3.永久プレパラー ト作製

切片はサフラニンで染色後,水分をエチルアルコール, n― ブチルアルコール,キ シレンに順次

置換し,非水溶性の封入剤 (EUKITT)を 用いて永久プレパラー トを作製した。

4。 同定 方 法

針葉樹については,早材から晩材への移行,樹脂道の有無,樹脂細胞の有無および配列,ラセン

肥厚の有無,分野壁孔の形態等,広葉樹については道管の大きさや酉ジJ状態および穿孔の形態,柔

組織の分布や結晶細胞の有無,放射組織の形態等を生物顕微鏡で観察し,種または属,科を同定し

た。

5.顕微鏡写真撮影

木口面 (C)は 30倍,柾 目面 (R)は広葉樹100倍・針葉樹200倍,板 目面 (T)は 50倍 で撮影 し

た。
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二社遺跡木製品樹種

保存処理番号 | 挿図番号 種 類 材 質 備 考

大足 (枠木) ス ギ

1-b 大足 (枠木) ス ギ

1-c 大足 (足板 ) ヒノキ科 ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ,アスナロ,サ
ワラ,ネ ズコ等

1-d 大足 (足板 ) ス ギ

大足 (横木 ) ス ギ

736 木簡 ス ギ

箸 ス ギ

箸 ス ギ

5 櫛 イスノキ

櫛 イスノキ

7 櫛 イスノキ

下 駄 ケヤキ

788 下 駄 ス ギ

下駄 スギ

下 駄 ス ギ

1145 下 駄 カエデ属 ウリカエデ飾 ウリカエデ節に属する樹種  ウリカエデ,ウ リ
ハダカエデ, ミネカエデ等

下駄 ス ギ

下 駄 ス ギ

下 駄 ス ギ

下 駄 スギ

946 下 駄 ヒノキ科 ヒノキ科に属する樹種  ヒノキ,ア スナロ,サ
ワラ,ネ ズコ等

下 駄 トチノキ

下駄 (差歯 ) スギ

下 駄 シイ属 (ツブラジイ P,
スダジイ P)

柱 ヤナギ類

柱 ヒノキ科 ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ,アスナロ,サ
ワラ,ネ ズコ等

柱 しノキ科 ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ,アスナロ,サ
ワラ,ネ ズコ等

柱 ス ギ

723 柱 エノキ

727 柱 スギ

1077 柄 スギ

柄 スギ

加工棒 ス ギ

820 加工板 スギ

加工板 ス ギ

1061 杓子形木器 ヒノキ

1061 杓子形木器 ヒノキ

1061 杓子形木器 ヒノキ

鍬 カエデ属ウリカエデ節 ウリカエデ節に属する樹種 ウリカエデ,ウ リ
ハダカエデ, ミネカエデ等

木簡 ヒノキ

1107 力口珈 ス ギ

1108 力日工板 スギ

1109 力日工萩 スギ

1110 力口珈 ス ギ

力口工板 スギ

1114 力口動 ス ギ

1112 力Π動 スギ

1113 力日酔 スギ

865 杓子形木器 ス ギ

杓子形木器 スギ

翠0
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保存処理番号 | 挿図番号 種 類 材 質 備 考

加工木 ケヤキ

加工棒 ス ギ

台脚 ス ギ

加工木 ス ギ

糸巻き ス ギ

加工棒 スギ

加工棒 ヒノキ科 ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ,アスナロ,サ
ワラ,ネ ズコ等

力口工板 ス ギ

栓 スギ

円形板 スギ

加工棒 スギ

加工棒 スギ

加工棒 スギ

965 折敷 スギ

棘 ス ギ

加工木 スギ

舟形 ス ギ

鏃形 P 針葉樹 (マツ以外 ) ほぼ完形のため柾木面の切片作製不可

舟形 スギ

加工棒 スギ

折敷 スギ

加工棒 ス ギ

瓶 ス ギ

下駄 (差歯 ) ス ギ

加工板 ス ギ

加工板 スギ

加工板 ス ギ

959 円形板 ス ギ

力日工板 ス ギ

下 駄 ケヤキ

底板 ヒノキ

底板 ス ギ

円形板 モ ミ

漆椀 ケヤキ

702 木 椀 ケヤキ

濤椀 ケヤキ

会椀 ケヤキ

漆椀 ブ ナ

漆椀 ブナ

789 漆椀 ブナ

漆椀 ケヤキ

978 漆皿 ケヤキ

漆皿 ケヤキ

滲椀 ケヤキ

浴椀 トチノキ

855 漆椀 ケヤキ

漆椀 ケヤキ

967 漆椀 ケヤキ

968 漆椀 カツラ

漆皿 ケヤキ

漆椀 ケヤキ

975 漆椀 ケヤキ

漆椀 ケヤキ

漆皿 ケヤキ

漆椀 ケヤキ

1097 漆椀 ケヤキ

漆椀 ケヤキ

`ヱ
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保存処理番号 | 挿図番号 種 類 材 質 備 考

漆椀 ブナ

1036 漆椀 トチノキ

1430 木椀 ブ ナ

木皿 ケヤキ

漆片口 カツラ

1058 櫛 イスノキ

1126 下 駄 タケ

下駄 (差歯 ) ス ギ

鳥帽子 同定不可 漆片のため同定不可

1099 擬宝珠形 ヤナギ類

1100 擬宝珠形 ヤナギ類

曲物 ス ギ

116-1 曲物 (底板 ) ス ギ

116-2 曲物 lfRJ板 ) ス ギ

1060 曲物 ス ギ

118-1 曲物 (底板 ) ス ギ

118-2 1069 曲物 lTR」板 ) ス ギ

119-1 曲物 (底板 ) スギ

119-2 曲物 llRよ板 ) ス ギ

120-1 曲物 (底板 ) ス ギ

120-2 曲物 lTH」板 ) ス ギ

121-1 曲物 (底板 ) ス ギ

121-2 曲物 lTRJ板 ) ス ギ

曲物 ス ギ

礎板 ス ギ

礎板 スギ・

礎板 ク リ

礎板 ス ギ

礎板 ス ギ

715 礎板 ス ギ

礎板 ス ギ

礎板 ス ギ

748 礎板 ス ギ

132-a 力口工棒 スギ

132-b 1030 力口工棒 ス ギ

133-a 1093 チュウギ ス ギ

133-b チュウギ ス ギ

133-c チュウギ ス ギ

133-d 1095 チュウギ ス ギ

133-e チュウギ ス ギ

コロバ シ クヌギ飾 クヌギ節に属する樹種 アベマキ, クヌギ
1011 力日E43 ス ギ

1016 力口E43 ス ギ

1017 力日嘩 ス ギ

力口嘩 モ ミ

カロヨEや秦 ヒノキ科 ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ,アスナロ,サ
ワラ,ネ ズコ等

加工棒 ス ギ

拶
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V 樹種鑑定報告書

木 製 品 利 用 植 樹 点数 材     質 (考察)

農具・工具

コロバ シ

鍬

大足

箆 (狗 子 形

木器 )

クヌギ節

カエデ属ウリカエデ節

スギ

ヒノキ科

ヒノキ

1

1

つ
０

クヌギ節の材は重いため土をならすヨロバシには適当

である。また,木材の用途としてはあまり重要ではな
いが暖帯 (岩手,秋田以南)の 山林によく見られる落
葉広葉樹の高木であり手近に使用できたと思われる。

通常,鍬,鋤等の農具にはヨナラ属アカガシ亜属,次
にコナラ属クヌギ節の出上例が多くカエデ属が用いら

れた例は少ない。日本産のカエデ属は約25種あり,落
葉広葉樹 (散孔材),中高～低木で産地によつうに見ら
″化る。

大足の出土例はほとんどが針葉樹であり,なかでもス
ギが多い。スギは,乾燥,加工が容易で,耐久性は中
低度である。建築用材から箸などの日用品まで多方面

に用いられる。本州北部から屋久島まで広く分布する

日本特産の針棄樹高木。

ヒノキは乾燥,加工が容易で,耐久性が大きい優秀材
である。特に社寺や高級建築物の用材, また桶や山物
等の日用品として広 く利用される。福島以南に分布す

る針葉樹高木。

服飾具

下 駄

下駄の差歯

子供下駄

草履

櫛

カエデ属ウリカエデ節

ケヤキ

ガ 属 (｀ノブラジイP,ス翔 め

スギ

タケ

トチノキ

ヒノキ科

スギ

スギ

スギ

イスノキ

（ツ
Ｐ　
　
”
■
　
　
Ｅ
υ

　

■
■
　
　
■
■
　
　
■
■
　
　
つ
υ

　

刊
■
　
　
１
■
　
　
刀
牡

下駄は 7樹種みられた。
したと思われる。

日用品として手近な材を使用

イスノキは櫛によく用いられた用材で出土例も多い。

重硬で切削や加工は困難であるが,はだ日は細かく美
しい。暖地 (本州の西南部以南)の山に生える常緑広
葉樹 (散孔材)の高木。

食事具

杓子形木器

箸

すりこぎ(柄 )

スギ

スギ

スギ

2

2

1

食事具の出土例としてはスギ, ヒノキが多い。

木筒

木筒 スギ

ヒノキ

4

1

木筒の出土例としてはヒノキ,次にスギが多い。

翠δ
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木 製 品 利 用 植 樹 点数 材 質 (考察)

容器

蓋 (円形板 )

曲物 (側板 )

曲物 (底板 )

折敷

折敷の底

底板

栓

〈ひき物〉

漆片口

漆椀

木皿

木椀

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

ヒノキ

スギ

カツラ

ケヤキ

トチノキ

ブナ

カツラ

ケヤキ

トチノキ

ブナ

ケヤキ

1

10

5

1

1

2

1

1

1

18

1

3

1

1

1

2

1

モミは材が自くて特別の臭気がないのが,特徴とされ
る。加工は容易であるが耐久性は低い。用途は,建築
材が主であるが, まな板や米櫃や鍋の蓋などの荒物雑

貨,楽器,下駄等あらゆる分野に利用されている。秋
田,岩手県南部以南 (屋久島まで)分布する針葉樹の
大高木。

容器に用いられる樹種は針葉樹,なかでもヒノキ,次
にスギの出土例が多い。

カツラは,組織が均質で,材面が細かくきらきらする
のが特徴である。広葉樹のうちでは軽い方に属し切削

や加工は,非常に容易で狂いも少ないが,耐久性は低
い。北海道から九州まで広 く分布する優良な落葉広葉

樹 (散孔材)の大高木。

漆椀に最もよく用いられるケヤキ, トチノキ,ブナが
みられた。なかでもケヤキは上品である。ケヤキは硬

く強靭でありながら曲げやすく,耐朽性が高い。木理
は美しく,切削や加工は重さの割には容易である。用
途は広 く装飾材,家具,漆器等に利用されている。本
州から九州に分布する落葉広葉樹 (環孔材)の高木。

トチノキは比較的均質で緻密であり,切削や加工は容
易である。用途は器具材,漆器の木地, しゃもじや杓
子などに利用されている。北海道から九州まで広く分

布する落葉広葉樹 (散孔材)の高木。
ブナはおおよそ緻密でやや重硬であるが,切削やその

他の加工は,容易である。用途は漆器木地,足駄歯,
杓子,工具の柄等に利用されている。北海道西南部か
ら九州まで広 く分布する落葉広葉樹 (散孔材)の高木。

紡織具

紡織具 ス ギ 2 紡織具は板を組み合わせて使用する部分が多いため,

板にしやすい針葉樹を用いた出土例が多い。

武 器

つか (柄 ) ス ギ 1

を打
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*出土例は「日本の遺跡出土木製品総覧」から引用した。
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木 製 品 利 用 植 樹 点数 材 質 (考察 )

建築材

棘

柱

ク リ

スギ

エノキ

スギ

ヒノキ科

ヤナギ類

9

1

2

2

1

クリは対朽性,耐水性に優れ,強度は比較的大きく,
特に粘 りがある。用途は杭木,土木用,木造家屋の土
台,建築材,器具,彫刻等広 く利用されている。本州
から九州の山野に広 く分布する落葉広葉樹 (環孔材)

の中高木。

エノキはやや硬いが,あ まり強くない。用途はケヤキ
の模擬材として使われる。本州から九州まで広 く分布

する落葉広葉樹 (環孔材)の高木。

ヤナギ類は日本産で約40種ある。組織は均―で,はだ

日は緻密である。強度は低いが,その割には靭性があ
る。乾燥,加工は容易である。用途は器具,建築雑用
材,箱などに利用されている。 日本中に分布している
広葉樹 (散孔材)。

加工材

加工棒

擬宝珠形

部材

スギ

ヒノキ科

モ ミ

ヤナギ類

スギ

4

1

1

2

1

加工棒は加工の容易な針葉樹が用いられている。

易静所E夢妻

形
　
　
形

舟
　
　
鏃

ケヤキ

スギ

針葉樹 (マツ以外 )

1

2

1

恭祀具の出土例としてはヒノキ,次にスギが多い。

その他

チュウギ ス ギ 1

不明木製品

不明木製品 スギ

ヒノキ科

２２

１

を8
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付 鳥帽子の漆膜分析 について
鰯元興寺文化財研究所

分析概要 (漆膜面)

1.使用機器・原理

・電子線マイクロアナライザー (EPMAl(佛堀場製作所EMAX2000)

EPMAは試料に電子線を照射し,その際に試料から放出される各元素に固有の轍 を検出する

ことにより元素を同定する。

・金属顕微鋭 (棚オリンパス BHZ‐UMAl

・生物顕微鏡 (帥オリンパス BX50)

・ミクロトーム (仰 日本ミクロトーム研究所製M-201)

2.分析試料

No。 112 鳥帽子 (黒色漆膜)

分析結果

少量の漆膜を採取し,樹脂包埋後,ミ クロトームを用いて漆膜断面の切片を作製した。スライドグ

ラス上に固定し永久プレパラートとした後,金属顕微鏡および生物顕微鏡で観察し写真撮影を行った。

No。112 鳥帽子 (挿図867～ 875)

下地と思われる層の上に,約40μ mの褐色漆膜が一層観察される (写真1,2,図 1)。

写真2

×100

塗膜の断面 (透過 )

褐色漆層

下地層

X100

写真1 塗膜の断面 (落射)

整9



V 樹種鑑定報告書

1-a。 大足

木口

スギ (挿図104)

30倍

1-b。 大足 スギ
木口       30倍

1-c,大足 ヒノキ科 (挿図105)

木回       30倍

脚

騨

柾 目

ぽ
修
と
，
ぽ
―

D~θ

板 目 50倍 200布争



‐
‥と…
瑚
翻
――――‐
緻
齢
鞠
螂

2.呪符木簡

木口

スギ (挿図736)

30倍 板 目

自然科学的分析

200布孝

3.箸

木口

スギ (挿図704)

30倍

7.櫛

木口

イスノキ (挿図853)

30倍

柾 目

100倍板 目 50倍 柾 目

5ヱ



V 樹種鑑定報告書

丸

一

8.下駄 ケヤキ

木口

(挿図1082)

30倍 柾 目50布静板 目

板 目 50布き 柾 目

100布許

200布静

10.下駄 スギ (挿図1431)

木口       30倍

12.下駄 カエデ属ウリカエデ節
木口       30倍

(挿図1145)

板目

ν

50倍 柾 目 100布子



17.下駄

木口

ヒノキ科 (挿図946)

30倍 50布き 柾 目

50倍 柾 目

自然科学的分析

200名吉

100布静

18.下駄  トチノキ

木口

(挿図951)

30布争

板 目

板 目

20。 下駄 シイ属
木口

(挿図952)

30有子 板 目 50倍 柾 目 100イ音
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V 樹種鑑定報告書

21.柱 ヤナギ類 (挿図342)

木口       30倍

23.柱

木回

ヒノキ科 (挿図349)

30倍

―
‥
ニ
ｌ
ｉ
る
，
４
ｉ
ｌ
Ｖ

‐
‥
叫
―
と
こ
‥
■
ゞ
と
ｇ
耳
―

イ

言
ヨ
，

，
１

脚　脚報醜臓爛隅聴剛酬‐‐‐‐‐‐躙脚脚剛剛‐‐‐‐‐―１１　　脚

25.柱 エノキ (挿図723)

木回       30倍 100布雪

ν

板 目 50倍 柾 目
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27.柄 スギ (挿図1077)

木口       30倍

28.柄 スギ (挿図755)

木口       30倍

29.加工棒 スギ (挿図796)

木口       30倍

板 目

目

板 目

5D~



V 樹種鑑定報告著

33.杓子形木器 ヒノキ (挿図1061)

木口       30倍     板目

35.飢  カエデ属ウリカエデ節
木口       30倍

50狩争 柾 目

柾 目

200布争

100倍

36.木簡

木口

ヒノキ (挿図444)

30倍 200布雪

ｔ
葛

怪

義

穂

離

熙

諄

5δ

板 目 50布許 柾 目
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45,杓子形木器 スギ (挿図865)

木回       30倍 板 目

46.杓子形木器 スギ (挿図986)

木口       30倍

47.加工材 ケヤキ

木口

(挿図1013)

30倍 100有き板 目 50布旨 柾 目
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V 樹種鑑定報告書

51.糸巻き

木口

スギ (挿図989)

30倍

55。 栓 スギ (挿図1243)

木口       30倍

56。 円形板 スギ (挿図1244)

木口       30倍

板 目

板 目

倍５０
　
　
惑
緯
母
環
挿
虜
善
囁
■
軒
畿
軽
置
一

58
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60.折敷

木口

スギ (挿図965)

30倍 50布許

61.礎板 スギ
木口

(挿図729)

30布孝

63.舟形

木口

スギ (挿図992)

30倍 200布静板 目 50布諄 柾 目
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V 樹種鑑定報告書

64.鏃形 針葉樹 (挿図993)

木口       30倍

65.舟形

木口

スギ (挿図991)

30倍

板 目

76.下駄 ケヤキ (挿図93)

木口       30倍 柾 目

δ0

板 目 50有子 100布旨
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79。 円形板

木口

モミ (挿図■05)

30倍 柾 目 200布き

81.木椀 ケヤキ (挿図702)

木口       30倍

84.漆椀

木口

ブナ (挿図790)

30倍 100有争柾 目板 目 50倍

δヱ



V 樹種鑑定報告書

91,漆椀  トチノキ (挿図857)
木口       30倍

95。 漆椀 カツラ (挿図968)
木口       30倍

板 目

板 目

106。 木椀 ブナ
木口

(挿図1430)

30倍 100倍

鬱

板 目 50倍 柾 目
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109.櫛

木口

イスノキ (挿図1058)

30布孝

110.下駄

横断面

タケ (挿図■26)

50倍 接線断面 放射断面

113.擬宝珠形 ヤナギ類 (挿図1099)

木口       30倍     板目 100右き50倍 柾 目

δ∂



V 樹種鑑定報告書

125.礎板 クリ
木口

(挿図696)

30倍 100有子

ギ

皓

ス
　
３

柾 目

柾 目

133-a.チ ュウギ

木口

134.コ ロバシ クヌギ節 (挿図404)

木回       30倍     板目 柾 目

200右吉

100倍

骸

50布争



自然科学的分析

Ⅵ 富山県小矢都市五社遺跡出土漆器の塗膜分析
漆器文化財科学研究所 四 柳 嘉 章

1.分 析 の方法

漆器の制作技法や品質は考古学や美術史で一般的な表面観察では加飾部分や外形でしか判断できず,

添塗膜の下に隠された漆や下地材料などの情報は塗膜分析によって引き出される。この方法は漆器の

内外面数箇所から数mmの塗膜片を採取し,ポ リエステル系樹脂に包埋後その断面を研磨した上,さ ら

にこれをプレパラートに接着して研磨する(#100～ 3000)。 そして金属顕微鏡,偏光顕微鏡,実体顕微

鏡などで観察し,サンプルである手板試料と比較検討しながら漆や下地材料の同定を行うものである1)。

塗装波の同定には代表的なものを赤外線 (IR)吸収スペクトル法,赤色顔料の同定には蛍光X線分

析法を併用した。

本稿で用いる用語については基本的には漆工用語に従うが,意味が暖味で誤解をまねくものについ

ては,以下のように規定して使用する。

赤色漆 赤色の顔料である朱やベンガラが未同定の場合には「赤色漆 (未同定)」 と最初に断って使

用し,同定済みは「赤色 (朱)漆」「朱漆」「ベンガラ添」などと表記する。よく使われる「赤漆 (あ

かうるし)」 は「赤漆 (せ きしつ)」 との混同をさけるために用いない。内外面とも赤色漆の場合は「総

赤色 (未同定)漆」,同定できた場合は「総赤色 (朱)漆」,あ るいは慣例による「総 (惣)朱J「皆朱」

「朱漆器」を用いることもある。

黒色漆 黒色の顔料である炭素粒子や鉄系化合物粒子などを含むものを「黒色会」, まぎらわしいが

黒色顔料を含まないものを「黒色系漆」として区別する。なぜならば「黒色系漆」においては,黒色

顔料を含まずとも漆自体の表層が茶黒色に変質することと, さらに下地色を反射して肉眼では黒色に

見えるからである。近年の筆者の調査では古代以来こうした方法が一般的と考えられるので,技術や

材料科学の上からも両者の区別が必要である。未同定の場合は,は じめに「黒色漆 (未同定)」 とこと

わる。内外面とも黒色漆の場合は「総黒色漆」,同 じく黒色系漆は「総黒色系漆」 (慣例による「総 (惣 )

黒」は両者を含んだものである),内面赤色外面黒色漆は「内赤外黒色漆」,同 じく外面黒色系漆は「内

赤外黒色系漆」とする。赤色顔料が同定されている場合は「内朱外黒色漆Jあ るいは「赤 (ベンガラ)

外黒色漆」,「内朱」でもかまわない。

下地分類 一般の粗い鉱物粒子を用いたものは「地の粉漆下地」,珪藻土使用は「珪藻土漆下地」,

より細かい砥の粉類似は「錆漆下地」,膠使用は「地の粉 (錆)膠下地」,炭粉は漆を用いたものは「炭

粉漆下地」,柿渋を用いたものは「炭粉渋下地」などとする。

2.分 析 結 果

塗膜分析報告 (塗装工程)の記述は,木胎 (木地)の上に施された塗装順に番号 (①～)を付して

説明する(木胎への木固め工程の記述は省略)。 表面観察は分析用として提供された小片と実測図によ

っているため部分的なものであり, また木取 り・樹種などについての詳細は本文記述を参照願いたい。

分析番号は埋蔵文化財調査事務所で付けられた漆器の資料番号であり,遺物番号は ( )に付した。

層厚は1資料につき内外面各 4点 を分析したものの平均値であり,必ずしも図版のスケールとは一致し

“



Ⅵ 富山県小矢部市五社遺跡出土漆器の塗膜分析

ない。報文中,最後の工程である上塗漆の項で「表層変質」とあるのは,時に誤って「黒色着色層」

と報告されるが,黒色顔料が含まれているわけではなく,空気と常に接触する上塗漆の表層には多糖―

糖タンパクーウルシオール成分の層があり,酸化して茶褐色ないし茶黒色に変質しているとすなわち

この表層が酸化劣化防止層となって強い塗膜が形成される。

◇分析Nα l(遺物No152,挿図No798,D2地区S D 9002)椀 (総黒色系,図版 1-1・ 2)

器形・表面観察

水平に張り出した腰からやや強く立ち上がる近世の総黒色系椀で,上塗漆は光沢がある。

塗膜分析

内面①炭粉渋下地層。層厚は7～ 60μ mと 幅がある。表層の分離は 3μ m前後。炭粉粒子は外面参照。

②漆層。層厚55～ 60μ m。 表層 7μ mが変質。

外面 (図版 1-1・ 2)①炭粉渋下地層。層厚は50～ 60μ m。 表層 2～ 4μ mが分離。針葉樹の木口

組織をとどめる粗いもので,大きなものでは8× 24μ mの針状粒子も含まれている。②炭粉渋下地層。

層厚は12μ m前後。炭粉粒子は3μ m前後とlμ m以下の均―な粒子。本層は炭粉渋下地による三辺地

が確認できる好例である (内面は未確認)。 ③漆層。層厚36～ 56μ m。 表層 7μ m前後が変質。

◇分析No 2(遺物Nα159,挿図No977,D2地区) 皿 (総黒色系,図版 1-3・ 4)
器形・表面観察

無高台で斜上方に真っすぐ立ち上がる総黒色皿。

塗膜分析

内面 (図版 1-3)①炭粉渋下地層。層厚は30～ 80μ m。 表層の分離は 8μ m前後。炭粉粒子は2×
24μ m～ 4× 12μ mの針状粒子や長径 5μ m前後の楕円形粒子など各種形態のものを含む粗いものであ

る。②漆層。層厚14～ 30μ m。 表層5～ 12μ mが変質。

外面 (図版 1-4)① 炭粉渋下地層。層厚は24～ 80μ m。 表層の分離は10μ m前後。炭粉粒子は内
面に同じ。②漆層。層厚 7～ 20μ m。 表層 5μ m前後が変質。

◇分析Nα 3(遺物Nα160,挿図Nα858,Dl地区)椀 (総黒色系,図版 1-5)
器形・表面観察

口縁部を欠くが,浅い内削りの高台からゆるやかに立ち上がる鉢タイプの総黒色系椀。高台裏は露

胎であるが,元来は炭粉地が施されていたであろう。外面は黒J離が著しく未分析である。

塗膜分析

内面 (図版 1-5)①炭粉渋下地層。最大層厚は245μ mと いう厚いものである。炭粉粒子は針葉樹
の木口組織をとどめる粗いもの。②漆層。層厚は12μ m前後で下地に較べて実に薄い。表層若干が変質。

◇分析No 4(遺物No162,挿図Nα974,Dl地区)椀 (総黒色系,図版 1-6)
器形・表面観察

体部下半を欠くが,ゆるやかに開く大型の総黒色系椀。

塗膜分析

内面 (図版 1-6)①炭粉渋下地層。層厚は122μ m前後。炭粉粒子は木口組織をとどめる粗いもの。

②渋層。層厚は12μ m前後で,地固めとしての渋層が確認できる。③漆層。層厚は25～ 30μ m。 表層10

μm前後が変質。

外面①炭粉渋下地層。層厚は73μ m前後。炭粉粒子は内面に同じ。地固めの渋層は未確認。②漆層。

層厚25～ 71μ m。

π
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◇分析Nα 5(遺物No168,挿 図Nα789,Bl地区S D 1002)椀 (総黒色系,図版 1-7)

器形・表面観察

半球状にゆるやかに立ち上がる総黒色系椀。高台はやや高めとなるが内削りは浅い。外面の剥離が

著しく,分析は内面を実施した。

塗膜分析

内面 (図版1-7)①炭粉渋下地層。層厚は54μ m前後。炭粉粒子は木口組織をとどめる粗いもの。
表層 7μ mが分離。②漆層。層厚は薄く12μ m前後である。図版では本層の上にさらに1層が認められ

るが,これは漆ではなく内面の付着物。

◇分析Nα 6(遺物No173,挿図Nα857,Dl地 区S D 8043)椀 (総黒色系,図版 1-8)

器形 。表面観察

身の浅い鉢状の総黒色系椀。高台裏にメ状の線刻を有する。

塗膜分析

内外面 (図版 1-8)①炭粉渋下地層。層厚は73μ m前後。炭粉粒子は木日組織をとどめる粗いもの

で,針状,三角形,楕円形などさまざまな形状の粒子がみられる。表層分離はほとんどみられない。

②漆層。層厚は薄く10μ m前後で,部分によっては 3μ m前後のところもある。表層 5μ mが変質。

◇分析Nα 7(遺物Nα184,挿図Nα800,B2地区S D 2001) 椀 (総黒色系,図版 1-9)

器形・表面観察

全体の形状は知 りえないが,体部がゆるやかに開 く総黒色系椀。内外面に赤色漆絵の加飾がみられ

る。

塗膜分析

内面 (図版 1-9)①炭粉渋下地層。層厚は途中争J離のため不詳。炭粉粒子は針状,三角形,楕円
形などさまざまな形状の粒子がみられる。棒状粒子の大きなものは 7× 27μ mを はかる。表層 5μ m前

後が分離。②滲層。層厚は薄く10～ 17μ m。 表層 5μ m前後が変質。表層の凹凸は内面付着物。

◇分析Nα 8(遺物No185,挿図Nα1426,B2E地区)椀 (総黒色系,図版 1-10)

器形・表面観察

身の厚い体部下半で,全体の形状は不詳。総黒色系椀。塗膜は薄く部分的にしか残っていない。

塗膜分析

内面 (図版 1-10)①炭粉渋下地層。層厚は途中幸」離のため不詳で,現存厚は50μ m。 炭粉粒子は針

状,三角形,楕円形などさまざまな形状の粒子がみられる。針状粒子の大きなものは 2× 49μ mを はか

る。②漆層。塗膜は残っていなぃので層厚は不詳。

◇分析Nα 9(遺物Nα243,挿図No867～ 875,Dl地区Hb層下・溝上面・谷部)漆 冠ないし鳥帽子 (図
版 2)

器形・表面観察

一般に漆冠とよばれているものだが,漆冠ないし鳥帽子の一部と考えられる。漆の残りは良好で麗

しい光沢が今に残る。図版 2-5は表面, 6。 7は裏面の拡大である。目合は 5では菱目のようにみ

えるが方形であり,経糸と緯糸が 1本ずつ交錯した平織布。日合の 1区画は最小0.2mm,最大0.6mm前

後で,密度としては l mmにつきタテ・ヨコ5本という細かい部分から,約 2本弱までの粗いものまで

が確認できる。

塗膜分析 (図版 2)

δ7
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図版 2-1は 端部で最大径は1,058μ mである。これが鳥帽子の頂部の綴 じ合わせ部分なのか,冠で

あれば垂櫻なのか詳細は不詳。図版 2-2～ 4は その断面であり,以下,漆構造を説明する。

図版では斜めにのびる繊維が経糸で,そ の左右の楕円は緯糸である。経糸の繊維東幅は123μ m前後,

緯糸の繊維束幅はヨコ255～ 294μ m,タ テ147μ mである。図版 2-4は緯糸断面の拡大であり同定の指

標となるものであるが,こ れが手麻であるのかどうか,後 日専門家の判定を待つことにしたい。

この上に下地が施される。下地は鉱物粒子を用いた地の粉漆下地で,泥質状の細かい石英・長石・

雲母。有色鉱物から構成されている。層厚は最も薄いところで20μ m,最大100μ mである。この上に油

煙ないし松煙による黒色粒子が含まれた黒色漆層が施される (図版 2-2の 中央部)。 層厚は12～ 30μ
m。 そして漆層が 2ないし3層地されるが,全体の層厚は最大110μ mである。表層 5μ m前後が変質し

ている。

3.小  結

五社遺跡では漆器 (椀皿類)8′点,漆冠 1′くの塗膜分析を行った。試料としては内外面各々 4′点,

合計72′くのプレパラー トを作成して,平均値を算出した。以下, これらの特徴を要約し,若千の所見

を付してまとめにかえたい。

まず時期的には財団提供のデータでは,No lが近世漆器であるほかは中世で,限定的にはNo 3・ 6

は珠沙HI ・H期に共イ半, No 5は 12～ 13世紀, Nα 7は 13～ 14世糸己, 漆冠は12～ 13世紀とされている。 お

そらくNo lは 18世紀以降,Nα 2は 13～ 14世紀,Nα 5の形態は通常は15世紀である。

木地の樹種は不詳だが,ほ とんどがヨコ (柾 目)木取りと思われた。上塗色ではすべて総黒色系漆

であり,赤色漆のものはなく南北朝以前の主徐的時期の特徴を示している(赤色漆絵は 1点 )。 原漆で

はすべてが普及タイプの渋下地漆器であった。上塗漆を極めて薄 くした節約型も認められる一方で,

明確に渋下地二辺地の例 (Nα l)や地固めとしての渋層を加えた例も存在するなど,渋下地漆器めのな

かでの各種の技法が確認できたことは,当遺跡での成果である。

次に当遺跡出土遺物の特色を示すものとして,Dl地 区Ⅱb層下・溝上面検出の漆冠ないし鳥帽子
があげられる。旅漆としては地の粉漆下地に黒色漆を挟んで数層の漆が施される丁寧な作 りである。

当遺跡からは多数の掘立柱建物が検出されており,遺跡の性格を探る上での重要な遺物といえよう。

時代差はあるが分析事例で類似したものに平城宮跡出土品がある9。

なお,富山県における漆器の分析事例 としては梅原胡摩堂遺跡,梅原加賀坊遺跡,田尻遺跡0,辻遺

跡0があり,問題点については各報告で紹介した。これらと比較検討していただければ幸いである。 末

筆ながら分析調査にあたっては,富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所ならびに同所三島道子氏

に種々お世話になった。記して御礼申し上げる。
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図版1 漆器塗膜層断面の顕微鏡写真
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図版2 漆器塗膜層断面の顕微鏡写真
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図1面 1 吉墳時代・古代前却遺構全体図の割村図 ｀
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